
議会だより
2019　3月議会No49ありた

平成 31 年 4 月 2 6 日発行

松尾町政の一年を検証！
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◆昔の遊び！撮影場所：大山小学校◆

有田町立大山小学校　校舎

◆平成 30 年度一般会計補正予算
　１億６８６９万円を減額補正
◆平成 3１年度一般会計予算
　１０７億９２００万円に
◆徹底討論！ 13 人の一般質問
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伊
賀
市
視
察
受
入
報
告
・
議
長
交
際
費
・
後
書

議
員
と
語
ろ
う
会

委
員
会
報
告

31
年
度
一
般
会
計
予
算

30
年
度
補
正
予
算

久
保
田

小
規
模
企
業
進
出
活
動
の
推
進

梶
原

米
飯
給
食
の
回
数
増

蒲
原

教
育
環
境
の
安
心
安
全
と
防
災
に
強
い
町
づ
く
り

今
泉

軽
減
税
率
課
税
の
継
続

福
島

虐
待
事
案
へ
の
対
応

諸
隈

給
食
費
無
償
化
の
実
現

原
田

小
６
・
中
３
限
定
の
給
食
費
無
償
化

中
島

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
み
た
ふ
る
さ
と
納
税

池
田

新
年
度
予
算
は
収
支
不
足

岳
川

活
性
化
を
目
指
す
町
づ
く
り

樋
渡

地
滑
り
危
険
地
域
の
山
林
管
理

松
永

安
心
安
全
な
街
路
灯
の
再
整
備

立
部

公
共
下
水
道
工
事
は

議
案
審
議
結
果

産
業
建
設
、
文
教
厚
生
、
総
務

目　　　　　　　　　　次

一　　　般　　　質　　　問

P22 P21 P20 P19 P18 P17 P16 P15 P14 P13 P12 P11 P10 P9 P8 P7 P6 P5 P4 P3 P2

定 住 促 進 事 業 定住促進奨励金　等 △２５０

地域の未来スイッチ事業 地域の未来スイッチ事業費補助（ソフト型、ハード型） △２００

個 人 番 号 カ ー ド 事 業 通知カード・個人番号カード関連事務交付金　等 △３１１

佐 賀 県 知 事 選 挙 事 業 時間外勤務手当　等 △６０３

伊万里・有田地区衛生組合事業 伊万里・有田地区衛生組合負担金 △１，９２５

佐賀県西部広域環境組合事業 佐賀県西部広域環境組合負担金 △１，８１６

消 防 水 利 整 備 事 業 防火水槽設置工事 △１，３１０

主 な 事 業 金　額内　　　　　容

○特別会計

○企業会計

特別会計・企業会計補正
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
南部工業団地造成事業特別会計

浄 化 槽 整 備 推 進 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

（療養諸費等の減 )
（後期高齢者医療広域連合納付金等の減）
（介護サービス等諸費等の減）
（事業費の減）

収益的収入（営業外収益）
収益的支出（営業費用）
資本的収入（企業債、補助金、負担金）
資本的支出（建設改良費）
収益的収入（営業外収益）
収益的支出（営業費用）
資本的収入（企業債、補助金、補償費）
資本的支出（建設改良費）

△25,719万円
△1,608万円
△6,519万円
△15万円

△264万円
210万円

△2,982万円
△1,215万円
△235万円

3万円
△4,068万円
△4,165万円

平成３０年度　一般会計補正予算
１１３億３，９４０万円に１億６，８６９万円を減額補正

平成３１年 第４回定例会（３月議会）

平成 30 年度一般会計補正予算の主な事業 （単位：万円）
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○ 議 会 費　

○ 民 生 費　

○ 衛 生 費

○ 農林水産業費
　

○ 商 工 費

○ 土 木 費

○ 消 防 費

○ 教 育 費　

１．９％

対前年度

１７８億８４１９万円

総 　 額

２２億６１２０万円

企業会計（※2）

５９億１０９９万円

特別会計（※1）

９７億１２００万円

一 般 会 計

Ｈ２９

２．６％１８３億４３３７万円２４億６７１９万円５６億５３１８万円１０２億２３００万円Ｈ３０

１．２％１８５億６３０９万円２６億６７３５万円５１億０３７３万円１０７億９２００万円Ｈ３１

平成３１年度の主要事業と予算

有田町全体での予算規模をみると、平成31年度の一般会計は前年度比５.６％増、特別会計は９.７％減、企業

会計は８.１％増、総額では１.２％増となっています。

町の予算規模の推移（3ヵ年）

(※1）特別会計・・・国保、介護、後期高齢者医療、黒牟田宅地分譲事業（Ｈ２９まで）、有田南部工業団地造成事業

(※2）収益勘定及び資本勘定の歳出額の合計。水道事業、浄化槽整備推進事業、公共下水道事業、農業集落排水事業

平成３１年度 一般会計予算
１０７億９,２００万円を可決

　平成３１年３月議会は、３月５日から３月１５日

まで１１日間の会期で、開催されました。

　初日には町長から今後の町づくりの施政方針

が発表されました。

　平成３１年度一般会計予算は、新年度の通年

予算であり、昨年に引き続き枠配分方式を取り

入れ、限られた予算を効率的かつ効果的に活用

する編成となっています。

： 議会タブレット導入事業　　　　　 　　　　　　　　　　　２５５万円

　　　　　　 　タブレットを導入し、ペーパーレス化を図る。

： 高齢者と幼児のコミュニティハウス（仮称）建設事業　　 ３０,４００万円

　 （財源：国５,５４３万円、県１３３万円、諸収入５０万円、合併特例債２３,２５０万円）

　　　　　　　 建設工事費、運営委託料等を計上。

： 佐賀県西部広域環境組合事業　　　　　　　　 　　　 １６,８２０万円

　 ４市５町で構成する一部事務組合に対する負担金（平成２７年度から塵芥共同処理）。　　

　　： 地域農業水利施設ストックマネジメント事業 　　　     １,７２０万円　

　 （財源：県１,３８４万円、分担金１４０万円、一般補助施設整備等事業債１４０万円）

　 　　　　　　機能保全計画に基づく頭首工の水利計画調査及び修繕工事を計上。

： 官民連携による観光プロモーション事業　　　　　　　　　 ５００万円

　 （財源：繰入金５００万円）

　 　　　　　　大都市圏を中心に民間企業との共同による有田焼を核とした観光プロモーシ

　 　　　　　　ョンを行い、交流人口・有田焼の消費拡大を図る。

： 社会資本整備総合交付金事業(南原三領石線ほか１０路線)    ７,９６９万円　

 　（財源：国４,６３７万円、合併特例債３,１５０万円)　調査委託料、工事請負費 。

　 社会資本整備総合交付金事業（南原原宿線道路改良事業）１５,０１２万円

 　（財源：国７,９５０万円、合併特例債６,７００万円）用地購入費、補償費等。

： 伊万里・有田消防組合事業　　　　　　　　　　　        ５０,６９１万円

　 （財源：合併特例債１３,０２０万円）

　　　　　　　 伊万里・有田消防組合への負担金。

： 歴史と文化の森公園管理事業　　　　　　　　 　           ４,２９０万円

　 （財源：緊急防災・減災事業債４４０万円)　

　　　　　　　 公園施設の指定管理委託料、維持補修費、空調工事等実施設計委託料等。

　 赤坂球場施設管理事業　　　　　　　　　　　　　        ３,８７１万円　

　 （財源：使用料２０万円、合併特例債２,６６０万円)　

　　　　　　　 改修設計業務、アスベスト調査委託料等。

　 伝統的建造物群保存修理事業　　　　　　　　　　        ２,４３３万円

　 （財源：国１,０４２万円、県３７５万円）

　　　　　　　 伝統的建造物群保存地区（内山地区）の保存修理を行い、歴史的景観の維持に努める。
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３月定例議会委員会審議
○

（
委
員
会
構
成
議
員　

５
人
）

委

員

長　

梶
原　

貞
則

副
委
員
長　

久
保
田　

均

▼
有
田
町
定
住
促
進
住
宅
の
設

　

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

原
田
委
員
○
３
室
を
佐
賀
大
学

　
へ
賃
貸
と
の
こ
と
。
部
屋
が

　
空
室
で
も
、
家
賃
は
町
へ
入

　
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
家
賃
は
入

　
居
数
に
応
じ
て
と
な
る
。
学

　
生
の
負
担
を
軽
く
す
る
目
的

　
で
あ
る
。

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

▼
平
成
30
年
度
有
田
町
一
般
会

　

計
補
正
予
算
（
第
6
号
）     

梶
原
委
員
　
元
商
工
会
議
所
前

　
の
ト
イ
レ
や
有
田
館
・
陶
山

　
神
社
の
ト
イ
レ
の
下
水
道
接

　
続
は
。

商
工
観
光
課
長
　
元
商
工
会
議

　
所
前
と
、
陶
山
神
社
の
ト
イ

　
レ
の
接
続
は
完
了
。
有
田
館

　
は
検
討
中
で
あ
る
。

梶
原
委
員
　
電
線
地
中
化
工
事

　
は
31
年
度
か
ら
始
ま
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
平
成
31
年

　
度
の
下
半
期
か
ら
始
め
る
予

　
定
。
地
上
器
の
設
置
場
所
が

　
決
ま
っ
て
い
な
い
。

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

▼
平
成
31
年
度
有
田
町
一
般
会

　

計
予
算　

梶
原
委
員
　
佐
賀
県
西
部
広
域

　
環
境
組
合
事
業
負
担
金
の
大

　
幅
な
増
額
の
理
由
を
。

住
民
環
境
課
長
　
建
物
と
設
備

　
の
補
償
期
間
の
終
了
と
、
起

　
債
の
償
還
が
本
格
化
す
る
た

　
め
。

岳
川
委
員
　
多
面
的
機
能
支
払 

　
交
付
金
事
業
で
、
事
業
内
容

　
の
説
明
会
の
実
施
は
。

農
林
課
長
　
年
に
1
回
は
開
催

　
し
て
お
り
、
生
産
組
合
長
会

　
で
説
明
の
予
定
。

立
部
委
員
　
地
域
お
こ
し
協
力

　
隊
（
棚
田
支
援
）
の
仕
事
内

　
容
説
明
を
。

農
林
課
長
　
棚
田
保
全
の
業
務

　
と
、
棚
田
の
情
報
発
信
や
イ

　
ベ
ン
ト
の
支
援
を
行
っ
て
い

　
る
。

松
尾
議
長
　
こ
の
よ
う
な
棚
田

　
支
援
を
す
る
な
ら
ば
、
町
で

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
柱
を
決
め
、

　
具
体
的
な
目
標
を
持
っ
て
取

　
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

農
林
課
長
　
国
見
山
系
、
黒
髪

　
山
系
と
も
に
棚
田
が
あ
る
。

　
岳
の
棚
田
を
モ
デ
ル
地
区
と

　
し
て
活
性
化
さ
せ
る
。

原
田
委
員
　
窯
業
の
担
い
手
育

　
成
の
た
め
の
地
域
お
こ
し
協

　
力
隊
の
仕
事
内
容
は
。

商
工
観
光
課
長
　
型
製
造
業
、

　
生
地
製
造
業
の
担
い
手
の
誘

　
致
で
あ
る
。

梶
原
委
員
　
観
光
に
特
化
し
た

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
実
施

　
を
し
て
は
ど
う
か
。

商
工
観
光
課
長
　
検
討
し
て
い

　
き
た
い
。

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

▼
平
成
31
年
度
有
田
南
部
工
業

　

団
地
造
成
事
業
特
別
会
計
予
算

梶
原
委
員
　
当
初
予
算
で
は
造

　
成
費
用
は
上
が
っ
て
い
な
い

　
が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
造
成
予
算

　
の
計
上
時
期
は
県
と
の
協
議

　
後
と
な
る
。

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

▼
平
成
31
年
度
有
田
町
公
共
下 

　

水
道
事
業
会
計
予
算　
　

     

立
部
委
員
　
現
在
の
接
続
率
及

　
び
進
捗
率
は
ど
う
か
。

上
下
水
道
課
長
　
1
月
末
現
在

　
で
の
接
続
率
は
56
・
６
％
、　

　
進
捗
率
・
人
口
普
及
率
は
82

　
％
で
あ
る
。

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

▼
平
成
31
年
度
有
田
町
浄
化
槽

　

整
備
推
進
事
業
会
計
予
算

立
部
委
員
　
現
在
の
進
捗
率（
人

　
口
普
及
率
）
は
。
ま
た
、
予

　
算
で
は
、
61
基
を
目
標
と
し

　
て
あ
る
が
達
成
で
き
る
か
。

上
下
水
道
課
長
　
平
成
30
年
度

　
末
で
58
・
75
％
。リ
フ
ォ
ー
ム

　
時
の
浄
化
槽
整
備
を
期
待
し

　
て
い
る
。ま
た
新
築
が
増
え
る

　
こ
と
も
期
待
し
て
い
る
。

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

　
こ
の
ほ
か
次
の
議
案
は
賛
成

　
全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

▼
有
田
町
農
林
事
業
等
分
担
金

　
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例

▼
有
田
町
水
道
法
施
行
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
町
道
路
線
の
認
定

▼
平
成
30
年
度
有
田
南
部
工
業

　
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計
補

　
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
平
成
30
年
度
有
田
町
農
業
集

　
落
排
水
事
業
会
計
補
正
予
算

　（
第
１
号
）

▼
平
成
30
年
度
有
田
町
浄
化
槽

　
整
備
推
進
事
業
会
計
補
正
予

　
算
（
第
１
号
）

▼
平
成
31
年
度
有
田
町
農
業
集

　
落
排
水
事
業
会
計
予
算

▼
平
成
31
年
度
有
田
町
水
道
事

　
業
会
計
予
算

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
民
生
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
介
護
、

教
育
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
審
議
し

ま
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

商
工
、環
境
、農
林
、土
木
建
設
、上
・
下

水
道
、農
業
集
落
排
水
、浄
化
槽
、宅
地

分
譲
な
ど
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
審

議
し
ま
す
。

（
委
員
会
構
成
議
員　

５
人
）

委

員

長　

今
泉
藤
一
郎

副
委
員
長　

蒲
原
多
三
男

▼
有
田
町
国
民
健
康
保
険
税
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

藤
委
員
　
平
成
30
年
度
か
ら
の

　
基
金
の
役
割
は
、
税
額
の
不

　
足
を
補
う
こ
と
の
他
に
今
後

　
10
年
間
を
め
ど
に
進
め
ら
れ

　
る
県
下
統
一
の
税
率
に
対
す

　
る
緩
和
対
策
と
し
て
の
機
能

　
を
併
せ
持
つ
と
あ
る
が
。

健
康
福
祉
課
長
　
激
変
緩
和
措

　
置
が
、
今
後
も
必
ず
付
く
か

　
ど
う
か
分
か
ら
な
い
の
で
、　

　
基
金
を
計
画
的
に
取
り
崩
し
、

　
最
終
的
に
県
下
統
一
化
に
も

　
っ
て
い
き
た
い
。
　

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

▼
平
成
30
年
度
有
田
町
一
般
会

　

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

蒲
原
委
員
　
子
ど
も
の
貧
困
実 

　
態
調
査
委
託
業
務
は
、
県
が

　
進
め
る
子
ど
も
食
堂
な
ど
と

　
の
関
連
は
あ
る
の
か
。

子
育
て
支
援
課
長
　
実
態
調
査

　
の
結
果
を
受
け
、
31
年
度
に

　
具
体
的
な
事
業
計
画
を
策
定

　
す
る
。
そ
の
中
で
、
何
ら
か

　
の
取
り
組
み
が
で
き
る
か
と

　
思
う
。
　

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員
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▼
平
成
30
年
度
有
田
町
介
護
保

　
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　（
第
４
号
）

藤
委
員
　
介
護
給
付
費
で
９
７

　
０
０
万
円
の
減
額
の
要
因
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
給
付
費
の
減

　
額
に
つ
い
て
は
、
介
護
予
防

　
の
取
り
組
み
等
の
か
い
も
あ

　
っ
て
、
こ
こ
数
年
認
定
率
が

　
若
干
下
が
っ
て
、
給
付
費
も

　
予
定
よ
り
下
が
っ
て
い
る
。

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

　▼
平
成
31
年
度
有
田
町
一
般
会

　
計
予
算

蒲
原
委
員
　
学
校
の
防
犯
カ
メ

　
ラ
設
置
工
事
の
状
況
は
。
　

学
校
教
育
課
長
　
有
田
小
学
校

　
に
は
す
で
に
設
置
を
し
て
い

　
る
の
で
、
残
り
３
つ
の
小
学

　
校
に
２
台
ず
つ
設
置
の
予
定

　
で
あ
る
。
中
学
校
は
小
学
校

　
の
様
子
を
み
て
検
討
す
る
。

諸
隈
委
員
　
部
活
指
導
員
配
置

　
事
業
の
説
明
を
。

学
校
教
育
課
長
　
国
の
施
策
で

　
制
度
化
さ
れ
、
各
学
校
に
ま

　
ず
は
１
人
ず
つ
有
償
で
部
活

　
指
導
員
を
配
置
す
る
。
顧
問

　
と
同
じ
よ
う
な
役
割
を
担
う

　
事
に
な
る
。
　

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

▼
平
成
31
年
度
有
田
町
国
民
健

　
康
保
険
特
別
会
計
予
算

藤
委
員
　
国
保
の
新
年
度
予
算

　
の
大
幅
な
減
額
の
理
由
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
保
険
給
付
費

　
は
県
で
試
算
さ
れ
、
平
成
30

　
年
度
は
広
域
化
の
初
年
度
で

　
多
め
に
見
積
も
ら
れ
た
が
、　

　
結
果
と
し
て
平
成
31
年
度
は
、

　
現
状
に
沿
っ
て
減
額
に
な
っ

　
た
と
思
わ
れ
る
。

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

▼
平
成
31
年
度
有
田
町
介
護
保

　
険
特
別
会
計
予
算

藤
委
員
　
認
知
症
総
合
支
援
事

　
業
の
説
明
を
。
　

健
康
福
祉
課
長
　
認
知
症
の
方

　
を
早
期
に
発
見
し
て
治
療
す

　
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
嬉
野
温
泉
病
院
に
業
務
委
託

　
を
行
っ
て
い
て
、
相
談
件
数
も

　
年
々
増
え
て
い
る
。

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

　
こ
の
ほ
か
次
の
議
案
は
賛
成

　
全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

▼
有
田
町
放
課
後
児
童
健
全
育

　
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

　
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
佐
賀
県
重
要
文
化
財
有
田
異

　
人
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例

▼
平
成
30
年
度
有
田
町
国
民
健

　
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　（
第
４
号
）

▼
平
成
30
年
度
有
田
町
後
期
高

　
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

　
算
（
第
３
号
）

▼
平
成
31
年
度
有
田
町
後
期
高

　
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

（
委
員
会
構
成
議
員
　
６
人
）

委

員

長
　
古
賀
　
四
郎

副
委
員
長
　
松
永
　
俊
和

▼
有
田
町
職
員
の
自
己
啓
発
等

　
休
業
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例

樋
渡
委
員
　
自
己
啓
発
等
休
業

　
と
は
。

総
務
課
長
　
自
己
啓
発
と
し
て

　
申
請
が
あ
り
、
町
が
認
め
れ

　
ば
無
給
で
研
修
に
行
く
た
め

　
の
休
業
で
あ
る
。

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
全
員

▼
指
定
管
理
者
の
指
定

池
田
委
員
　
観
光
協
会
に
は
、

　
有
田
館
の
指
定
管
理
委
託
料

　
を
含
め
る
と
約
４
千
万
円
を

　
超
え
る
補
助
が
あ
る
。
町
長

　
が
観
光
協
会
の
会
長
で
は
疑

　
惑
が
生
じ
る
。
観
光
協
会
は

　
民
間
主
導
で
す
べ
き
で
あ
る
。

総
務
課
長
　
町
長
に
伝
え
る
。

副
町
長
　
こ
の
件
は
他
の
引
き

　
受
け
手
が
い
な
い
た
め
、
や

　
む
を
え
ず
引
き
受
け
て
い
る

　
状
態
。
な
り
手
が
い
れ
ば
お

　
願
い
し
た
い
が
、
不
在
も
困

　
る
。
意
見
は
町
長
に
伝
え
る
。

（
採
決
の
結
果
）
賛
成
多
数

▼
平
成
30
年
度
有
田
町
一
般
会

　
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

中
島
委
員
　
個
人
番
号
カ
ー
ド

　
交
付
事
業
補
助
金
で
普
及
の

　
状
況
や
啓
発
は
。
ま
た
、
カ

　
ー
ド
の
再
発
行
は
で
き
る
の

　
か
。

住
民
環
境
課
長
　
２
月
末
で
交

　
付
率
９
・
27
％
で
あ
る
。

　
免
許
返
納
者
の
方
の
返
納
後

　
の
身
分
証
明
書
に
も
な
る
。

　
通
知
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
共

　
に
再
発
行
で
き
る
。
　

松
永
委
員
　
廃
棄
物
搬
入
手
数

　
料
と
運
搬
処
分
手
数
料
が
増

　
え
て
い
る
理
由
は
。
ま
た
、　

　
ご
み
の
量
の
推
移
を
示
し
減

　
量
の
周
知
を
。

住
民
環
境
課
長
　
搬
入
手
数
料

　
の
増
は
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　
へ
搬
入
さ
れ
る
樹
木
剪
定
、　

　
草
木
の
搬
入
増
の
た
め
。
運

　
搬
処
分
手
数
料
の
増
は
西
部

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

　
飛
灰
の
受
け
入
れ
単
価
の
値

　
上
げ
分
。
ご
み
減
量
周
知
に

　
関
し
て
は
、
近
年
ご
み
の
搬

　
入
量
が
西
部
広
域
全
体
で
１

　
割
ほ
ど
増
加
し
て
い
る
の
で
、

　
減
量
啓
発
を
広
報
等
で
行
い

　
た
い
。

中
島
委
員
　
消
防
水
利
整
備
事

　
業
の
減
額
は
、
防
火
水
槽
設

　
置
の
予
定
は
な
い
か
。

総
務
課
長
　
30
年
度
に
上
南
山

　
と
大
木
宿
地
区
に
予
定
し
て

　
い
た
が
、
場
所
が
決
ま
ら
ず

　
取
り
下
げ
し
、
減
額
と
し
て

　
い
る
。
上
南
山
地
区
は
場
所

　
が
決
ま
っ
た
の
で
、
31
年
度

　
６
月
補
正
で
予
定
。
今
後
は

　
場
所
が
決
ま
っ
た
段
階
で
予

　
算
計
上
し
た
い
。

松
永
委
員
　
環
境
性
能
割
交
付

　
金
と
は
何
か
。

税
務
課
長
　
消
費
税
引
き
上
げ

　
に
伴
う
対
応
で
、
一
定
期
間
に

　
購
入
し
た
自
家
用
車
の
環
境

　
性
能
割
の
税
率
が
１
％
軽
減

　
さ
れ
、
減
額
分
が
地
方
特
例
交

　
付
金
と
し
て
全
額
国
費
で
補

　
て
ん
さ
れ
る
も
の
。自
家
用
車

　
を
購
入
し
た
時
点
で
、
す
で
に

　
１
％
軽
減
さ
れ
る
の
で
手
続

　
き
は
必
要
な
く
、
そ
の
分
が
交

　
付
金
と
し
て
自
動
的
に
町
へ

　
補
て
ん
さ
れ
る
。

（
採
決
結
果
）
賛
成
全
員

　
こ
の
ほ
か
次
の
議
案
は
賛
成

　
全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

▼
有
田
町
職
員
の
給
与
に
関
す

　
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例

▼
平
成
31
年
度
有
田
町
一
般
会

　
計
予
算

総
務
常
任
委
員
会

総
務
に
関
す
る
こ
と
、他
の
委
員
会
に

属
し
な
い
こ
と
、全
般
に
つ
い
て
審
議

し
ま
す
。
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※各議案は、関係委員会で予備審査をして本会議に付されます。予備審査の詳細は委員会報告をご覧ください。

提　　　　出　　　　議　　　　案 審議の結果議案順位

議案第１号 賛成全員専決処分（平成30年度有田町一般会計補正予算（第５号））の承認を求めることについて

議案第２号 賛成全員有田町教育委員会委員の任命について

議案第３号 賛成全員有田町定住促進住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

議案第４号 賛成全員有田町職員の自己啓発等休業に関する条例の一部を改正する条例について

議案第５号 賛成全員有田町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について

議案第６号 賛成全員有田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

議案第７号 賛成全員有田町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

議案第８号 賛成全員有田町農林事業等分担金徴収条例の一部を改正する条例について

議案第９号 賛成全員佐賀県重要文化財有田異人館条例の一部を改正する条例について

議案第１０号 賛成全員有田町水道法施行条例の一部を改正する条例について

議案第１１号 賛成多数

賛成１４人

反対１人

指定管理者の指定について
反対理由

① ４,１００万円を超す補助金・指定管理料を受ける有田観光協会の会長が町長では疑惑を招く。

② 双方代理行為は松尾町長以外の者が兼任団体の代表者であるべきで、副町長を臨時代理　

　　 者として兼任団体の松尾会長が申請する原案には賛成できない。(池田議員) 

議案第１２号 賛成全員町道路線の認定について（代々木地区の町道井手平９・１０号線）

議案第１３号 賛成全員平成３０年度有田町一般会計補正予算（第６号）について

議案第１４号 賛成全員平成３０年度有田町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について

議案第１５号 賛成全員平成３０年度有田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）について

議案第１６号 賛成全員平成３０年度有田町介護保険特別会計補正予算（第４号）について

議案第１７号 賛成全員平成３０年度有田南部工業団地造成事業特別会計補正予算（第１号）について

議案第１８号 賛成全員平成３０年度有田町農業集落排水事業会計補正予算（第１号）について

議案第１９号 賛成全員平成３０年度有田町浄化槽整備推進事業会計補正予算（第１号）について

議案第２０号 賛成全員平成３１年度有田町一般会計予算について

議案第２１号 賛成全員平成３１年度有田町国民健康保険特別会計予算について

議案第２２号 賛成全員平成３１年度有田町後期高齢者医療特別会計予算について

議案第２３号 賛成全員平成３１年度有田町介護保険特別会計予算について

議案第２４号 賛成全員平成３１年度有田南部工業団地造成事業特別会計予算について

議案第２５号 賛成全員平成３１年度有田町公共下水道事業会計予算について

議案第２６号 賛成全員平成３１年度有田町農業集落排水事業会計予算について

議案第２７号 賛成全員平成３１年度有田町浄化槽整備推進事業会計予算について

議案第２８号 賛成全員平成３１年度有田町水道事業会計予算について

平成３１年第４回定例会における議案の審議結果

（ ）



一

般

質

問

7

町
政
を

徹
底
追
求
！

答 期限内完了を目指す

立部 正則議員

　議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

公共下水道工事は期限内に終了できるのか

議
員
○
下
水
道
工
事
は
、
計

画
当
初
32
年
の
完
了
予
定
で
、

認
可
を
受
け
２
年
の
延
長
変

更
が
な
さ
れ
て
い
る
。
１
年

遅
れ
の
工
事
発
注
状
態
で
34

年
度
計
画
完
了
は
無
理
で
は

な
い
か
。

上
下
水
道
課
長
　
完
了
は
34

年
度
で
進
め
て
い
る
。
遅
れ

た
理
由
は
、
岩
盤
等
の
露
出
、

商
業
地
区
で
の
夜
間
工
事
へ

の
切
り
替
え
等
に
よ
る
工
事

の
速
度
低
下
、
関
係
機
関
と

の
調
整
、
無
電
柱
化
事
業
と

の
調
整
で
日
数
を
要
し
た
。

議
員
　
期
限
内
に
完
了
で
き

る
の
か
。
で
き
な
か
っ
た
場

合
に
再
延
長
が
で
き
る
の
か
。

上
下
水
道
課
長
　
下
水
道
工

事
は
下
流
側
よ
り
工
事
を
進

め
る
が
、
広
範
囲
の
同
時
施

工
に
な
る
と
調
整
が
多
く
な

り
遅
れ
る
。
イ
ン
フ
ラ
整
備

で
あ
る
の
で
計
画
完
了
を
目

指
し
進
め
て
い
る
。

議
員
　
も
し
遅
れ
た
場
合
再

延
長
が
で
き
る
の
か
。

上
下
水
道
課
長
　
県
に
確
認

し
34
年
度
時
点
で
明
確
な
理

由
が
あ
れ
ば
認
め
ら
れ
る
と

聞
い
て
い
る
。

議
員
　
２
月
24
日
に
「
恋
勝

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
in
有
田
」
の

収
録
が
あ
っ
た
と
聞
き
及
ぶ
。

ど
の
よ
う
な
計
画
で
あ
っ
た

の
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
、
有
田
の
男
性
と

福
岡
の
女
性
等
の
お
見
合
い

イ
ベ
ン
ト
。
こ
の
計
画
は
有

田
町
青
年
連
絡
協
議
会
を
組

織
し
準
備
を
進
め
た
。
協
議

会
の
メ
ン
バ
ー
は
町
内
青
年

10
人
と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
８
人

で
構
成
し
、
収
録
ま
で
計
８

回
の
会
議
を
行
っ
た
。
最
終

参
加
者
は
男
性
10
人
女
性
14

人
で
、
出
会
い
の
場
を
ポ
ー

セ
リ
ン
パ
ー
ク
、
告
白
の
場

を
泉
山
磁
石
場
で
収
録
さ
れ

た
。

議
員
　
結
果
は
放
映
待
ち
と

し
て
、
こ
の
計
画
を
行
っ
た

感
想
を
。

町
長
　
有
田
の
魅
力
発
信
と

若
者
が
参
画
し
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
行
う
と
い
う
目
的
で

取
り
組
ん
だ
事
業
で
、
成
功

で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
自
分
達
で
交
流
会
な
ど

や
り
た
い
と
の
話
が
出
て
い

る
。

議
員
　
溜
池
の
老
朽
化
の
危

険
性
の
把
握
状
況
は
。

建
設
課
長
　
西
日
本
豪
雨
災

害
に
伴
う
緊
急
点
検
で
１
４

４
カ
所
を
点
検
し
40
カ
所
の

軽
微
な
被
害
を
確
認
し
て
い

る
。
老
朽
化
に
伴
い
改
修
要

望
が
提
出
さ
れ
て
い
る
の
は
、

県
営
ク
ラ
ス
４
カ
所
、
町
事

業
の
団
体
営
ク
ラ
ス
11
カ
所
。

議
員
　
工
事
申
請
は
15
カ
所

だ
が
、
そ
の
う
ち
工
事
の
実

施
予
定
は
。

建
設
課
長
　
県
営
事
業
で
３

カ
所
、
町
事
業
の
団
体
営
は

検
討
中
。

議
員
　
荒
廃
農
地
の
現
状
は
。

農
林
課
長
　
農
地
面
積
１
１

５
０
ha
う
ち
４
０
０
ha
が
荒

廃
農
地
と
な
っ
て
い
る
。

議
員
　
高
齢
化
が
進
み
管
理

で
き
な
く
な
っ
た
荒
廃
農
地

が
増
加
し
て
い
る
と
感
じ
る
。

今
後
は
守
っ
て
い
く
農
地
を

地
域
で
検
討
す
る
ゾ
ー
ニ
ン

グ
を
進
め
る
時
で
は
。

農
林
課
長
　
集
落
の
意
向
を

聞
き
な
が
ら
ゾ
ー
ニ
ン
グ
ラ

イ
ン
の
設
定
を
検
討
し
た
い
。

議
員
　
有
田
町
の
農
業
振
興

整
備
地
区
の
整
備
計
画
は
随

時
見
直
し
が
行
わ
れ
る
が
、

直
近
で
は
い
つ
頃
見
直
し
た

の
か
。

農
林
課
長
　
整
備
計
画
に
つ

い
て
は
、
直
近
で
は
平
成
27

年
に
見
直
し
さ
れ
て
い
る
。

議
員
　
平
成
31
年
度
の
新
規

就
農
者
は
何
人
か
。

農
林
課
長
　
き
ゅ
う
り
の
施

設
園
芸
に
１
人
就
農
予
定
。

議
員
　
農
業
次
世
代
人
材
投

資
事
業
等
の
制
度
事
業
の
取

り
組
み
は
。

農
林
課
長
　
予
算
計
上
し
て

い
る
。

議
員
　
制
度
事
業
の
周
知
が

不
十
分
で
は
な
い
か
。

農
林
課
長
　
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
紹
介
。
新
規
就
農
者

に
つ
い
て
は
、
普
及
セ
ン
タ

ー
を
中
心
に
県
・
市
町
・
関

係
機
関
を
交
え
、
就
農
座
談

会
を
実
施
中
。

議
員
　
特
産
品
開
発
協
議
会

は
ど
う
な
っ
た
か
。

農
林
課
長
　
委
員
数
を
６
人

に
し
て
コ
ン
パ
ク
ト
化
し
ス

ピ
ー
デ
ィ
に
会
議
を
進
め
た

い
。
１
月
28
日
に
委
嘱
し
第

１
回
を
開
催
し
た
。

議
員
　
方
向
性
は
。

農
林
課
長
　
従
来
の
取
り
組

み
は
継
続
す
る
。
既
存
の
町

内
の
農
産
物
を
知
っ
て
も
ら

い
、
そ
こ
か
ら
何
か
糸
口
が

見
え
な
い
か
と
提
案
が
あ
り
、

協
議
会
に
よ
る
直
売
会
を
催

す
こ
と
に
な
っ
た
。

公
共
下
水
道
工
事
計
画

農

業

施

策

恋
勝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

▲下水道工事の進捗状況
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松永 俊和議員

一

般

質

問

町
政
を

徹
底
追
求
！

答

安心・安全な街路灯の再整備を

全12基老朽化で徹去、要望があれば検討する

　一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

　時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る「
一
問
一
答
方
式
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

▽
看
板
や
ト
イ
レ
の
整
備

議
員
　
歴
文
公
園
内
の
施
設

案
内
看
板
が
劣
化
し
て
、
わ

か
り
づ
ら
い
。
対
応
で
き
た

か
。
ま
た
、
公
園
内
の
街
灯

整
備
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
施
設
案
内

図
で
は
な
く
、
注
意
喚
起
の

看
板
を
と
の
意
見
も
あ
り
検

討
し
て
い
る
。
街
灯
に
つ
い

て
は
、
数
カ
所
の
電
球
交
換

な
ど
で
対
処
し
て
い
る
。

議
員
　
公
園
内
や
施
設
内
の

ト
イ
レ
が
長
年
使
用
禁
止
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

先
日
確
認
し
た
ら
ま
だ
で
き

て
い
な
か
っ
た
が
、
整
備
の

進
捗
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
業
者
に
整

備
を
依
頼
し

て
い
る
。
今

年
度
中
に
完

了
す
る
。

▽
公
園
周
辺

　
の
街
路
灯

　
整
備

議
員
　
公
園

周
辺
の
町
道
に
あ
る
街
灯
が

長
年
点
灯
さ
れ
て
い
な
い
。

先
日
、
街
路
灯
が
徹
去
さ
れ

て
い
た
が
再
整
備
す
る
つ
も

り
は
な
い
の
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
公
園
周
辺

の
街
路
灯
に
つ
い
て
は
、
全

体
で
12
基
の
街
路
灯
を
徹
去

し
た
。
全
体
的
に
経
年
劣
化

と
腐
食
が
進
み
、
倒
壊
の
恐

れ
が
あ
り
、
こ
こ
数
年
点
灯

の
実
積
が
な
か
っ
た
の
で
、

電
線
を
生
か
し
た
ま
ま
、
徹

去
工
事
を
実
施
し
た
。
今
後

は
町
道
管
理
に
引
き
継
ぐ
。

議
員
　
先
日
、
工
事
を
さ
れ

て
い
た
。
確
か
に
腐
食
が
あ

っ
た
が
、
土
台
は
し
っ
か
り

と
し
て
い
た
。
街
路
灯
は
必

要
と
思
う
が
。

建
設
課
長
　
周
辺
の
町
道
に

同
型
の
街
灯
を
設
置
す
る
に

は
１
基
１
３
０
万
円
以
上
か

か
る
。

議
員
　
水
銀
灯
で
な
く
、
消

費
電
力
が
少
な
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

街
路
灯
に
す
る
な
ど
、
基
礎

を
生
か
し
て
街
路
灯
を
備
え

る
協
議
は
さ
れ
た
の
か
。
夕

暮
れ
や
早
朝
の
通
行
に
、
安

心
・
安
全
の
た
め
再
整
備
を
。

建
設
課
長
　
地
元
住
民
の
要

望
が
あ
れ
ば
、
必
要
性
を
検

討
す
る
。
防
犯
灯
設
置
費
用

も
高
額
に
な
る
の
で
、
補
助

事
業
の
防
災
メ
ニ
ュ
ー
を
活

用
し
て
検
討
す
る
。

議
員
　
町
内
の
街
灯
は
一
基

当
た
り
10
万
円
前
後
す
る
。

町
か
ら
半
額
補
助
で
、
各
地

区
は
街
路
灯
を
整
備
し
て
い

る
。
こ
の
程
度
の
街
路
灯
設

置
を
し
て
ほ
し
い
。

▽
有
田
工
業
高
校
と
佐
賀

　
大
学
芸
術
地
域
デ
ザ
イ

　
ン
学
部
の
連
携

議
員
　
有
田
焼
創
業
400
年
事

業
で
、
有
田
焼
に
関
わ
り
が

あ
っ
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
佐
藤
可
士
和
氏

を
外
部
講
師
に
招
い
て
、
有

田
工
業
デ
ザ
イ
ン
科
で
公
開

授
業
が
10
月
・
1
月
の
2
回

開
催
さ
れ
た
。
高
校
生
た
ち

は
貴
重
な
経
験
に
な
り
、
励

み
に
も
な
っ
た
よ
う
だ
。
町

長
も
参
加
さ
れ
た
が
所
感
は

。町
長
　
佐
藤
可
士
和
氏
は
、

有
工
生
の
モ
ノ
づ
く
り
や
デ

ザ
イ
ン
に
対
す
る
思
い
が
同

世
代
と
は
違
う
と
い
う
こ
と

を
感
じ
ら
れ
た
。
有
田
の
潜

在
能
力
の
高
さ
に
感
動
さ
れ

て
い
た
。
今
後
も
有
工
と
関

わ
り
を
持
っ
て
い
き
た
い
と

言
わ
れ
て
い
た
。

議
員
　
先
日
、
行
わ
れ
た

「
ガ
ラ
ス
の
茶
室
―
光
庵
」

の
吉
岡
徳
仁
氏
な
ど
も
有
工

の
卒
業
生
で
あ
る
。
他
に
も

た
く
さ
ん
の
有
識
者
や
経
験

者
な
ど
が
い
る
。
有
工
会
や

町
な
ど
が
連
携
し
、
課
外
授

業
を
実
施
す
る
協
力
体
制
を

取
れ
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
平
成
31

年
度
県
の
新
事
業
で
「
地
域

と
つ
な
が
る
高
校
魅
力
づ
く

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
企
画

さ
れ
て
い
る
。
有
工
と
教
育

委
員
会
と
ま
ち
づ
く
り
課
が

連
携
し
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

議
員
　
先
日
、
大
学
生
と
有

識
者
た
ち
と
ま
ち
づ
く
り
の

意
見
交
換
を
さ
れ
た
そ
う
だ

が
、
数
年
前
も
Ｊ
Ｃ
メ
ン
バ

ー
と
学
生
に
よ
る
「
有
田
地

域
活
性
化
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
」
で
、
若
者
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
意
見
や
プ
ラ
ン
が

発
案
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な

若
者
た
ち
の
意
見
や
プ
ラ
ン

を
実
現
化
す
る
た
め
の
部
署

が
な
い
。
若
者
の
ア
イ
デ
ア

を
町
政
に
活
か
す
た
め
の
環

境
を
整
え
て
ほ
し
い
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
今
後
、

佐
賀
大
学
芸
術
地
域
デ
ザ
イ

ン
学
部
は
も
ち
ろ
ん
、
有
田

工
業
と
も
連
携
が
進
ん
で
い

く
と
思
う
が
、
若
者
の
意
見

を
汲
み
上
げ
、
町
政
に
活
か

し
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

＊
お
詫
び
＊

12
月
議
会
だ
よ
リ
の
記
事
中

で
共
立
病
院
は「
公
設
民
営
」

を
「
公
設
公
営
」
に
訂
正
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

後
継
者
育
成
関
連

歴
史
と
文
化
の
森
公
園
の

整
備
関
連

▲街路灯撤去作業の様子
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般

質

問

9

町
政
を

徹
底
追
求
！

答 重要森林公有化等支援事業で対処する

樋渡　 徹議員

地滑り危険地域の山林管理について

▽
台
風
、
地
震
な
ど
の
災
害

　
時
の
山
崩
れ
に
つ
い
て

議
員
　
町
内
に
は
、
地
滑
り

危
険
箇
所
と
し
て
指
定
さ
れ

た
傾
斜
地
が
あ
る
。

既
に
支
援
事
業
で
広
葉
樹
へ

の
植
栽
変
更
が
実
施
さ
れ
て

い
る
地
域
も
あ
る
。
森
林
に

関
わ
る
佐
賀
県
の
補
助
事
業

は
、
七
種
類
程
あ
る
が
、
町

が
委
託
さ
れ
て
い
る
事
業
で
、

危
険
地
区
を
優
先
的
に
広
葉

樹
植
栽
を
行
え
な
い
の
か
。

農
林
課
長
　
町
が
行
っ
て
い

る
の
は
、
ふ
る
さ
と
森
林
づ

く
り
事
業
で
、
荒
廃
森
林
の

間
伐
等
を
行
っ
て
お
り
、
竹

林
の
広
葉
樹
化
に
つ
い
て
は
、

県
と
町
で
話
し
合
っ
て
整
備

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

▽
道
路
設
置
の
ガ
ー
ド
レ 

　
ー
ル

議
員
　
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
必

要
と
思
わ
れ
る
道
路
か
ら
民

地
な
ど
へ
の
侵
入
箇
所
へ
、

開
閉
式
の
転
落
防
止
柵
設
置

は
で
き
な
い
か
。

建
設
課
長
　
現
地
を
確
認
し

て
、
ベ
ス
ト
な
構
造
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

▽
大
山
郵
便
局
裏
の
溜
池

　
工
事

議
員
　
洪
水
防
止
対
策
と
し

て
、
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た

溜
池
を
な
く
す
計
画
が
決
定

と
聴
い
て
い
る
が
、
溜
池
は

調
整
池
の
役
目
も
担
っ
て
い

た
筈
で
調
整
池
機
能
は
残
す

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

建
設
課
長
　
溜
池
が
受
益
者

１
人
、
受
益
面
積
０
・
１
ha

で
あ
り
、
国
庫
補
助
、
県
単

事
業
の
事
業
採
択
に
該
当
し

な
い
た
め
、
堤
体
改
修
は
で

き
な
い
。
廃
止
溜
池
の
溜
池

緊
急
防
災
整
備
促
進
事
業
で

対
応
で
き
な
い
か
、
農
林
事

務
所
と
協
議
し
て
い
る
所
で

あ
る
。

▽
危
険
状
態
の
連
絡
は

議
員
　
有
田
ダ
ム
キ
ャ
ン
プ

場
上
の
歩
道
が
、
大
雨
に
よ

り
石
や
岩
な
ど
が
転
が
っ
て

き
て
危
険
な
状
態
で
あ
り
、

支
障
木
も
覆
っ
て
い
た
が
、

現
在
は
整
備
済
み
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
登
山
道
は
、
小

さ
な
子
ど
も
も
利
用
し
て
い

る
の
で
、
災
害
後
の
復
旧
は

早
い
方
が
よ
い
。
職
員
の
見

回
り
も
大
変
と
思
う
が
、
民

間
か
ら
の
通
報
も
重
要
で
あ

る
。
連
絡
の
方
法
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
。

建
設
課
長
　
町
道
の
対
応
は

建
設
課
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

建
設
課
へ
連
絡
し
て
ほ
し
い
。

議
員
　
支
障
木
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
で
も
処
理
可
能
と

思
う
が
、
今
後
の
対
処
に
つ

い
て
。

建
設
課
長
　
地
区
や
各
種
団

体
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
、
対

応
し
て
い
く
。

▽
管
理
官
庁
は

議
員
　
以
前
は
墓
地
や
里
道

の
管
理
は
、
国
の
所
管
と
な

っ
て
い
た
が
、
現
在
は
墓
地

の
管
理
は
地
区
で
行
っ
て
い

る
。
一
方
、
里
道
の
管
理
は

市
町
の
所
管
で
い
い
の
か
。

建
設
課
長
　
里
道
の
管
理
は
、

地
元
と
認
識
し
て
い
る
。
国

の
権
限
移
譲
施
策
で
、
里
道

・
水
路
は
法
定
外
公
共
物
と

し
て
、
市
町
に
権
限
が
移
譲

さ
れ
て
い
る
が
、
市
町
は
国

に
代
わ
っ
て
こ
れ
ら
を
所
有

し
、
土
地
の
経
済
的
価
値
を

管
理
し
て
い
る
。
維
持
管
理

は
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
。

議
員
　
里
道
の
把
握
は
な
さ

れ
て
い
る
の
か
。

建
設
課
長
　
町
内
の
国
土
調

査
は
既
に
完
了
し
て
お
り
、

把
握
さ
れ
て
い
る
。

▽
里
道
の
買
上
げ
に
つ
い
て

議
員
　
雑
種
地
や
、
農
地

（
畑
）
等
を
宅
地
や
そ
の
他

へ
利
用
変
更
す
る
場
合
、
進

入
路
の
必
要
性
か
ら
私
道
と

し
て
の
買
上
げ
は
可
能
か
。

建
設
課
長
　
払
い
下
げ
に
つ

い
て
は
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー

ス
で
あ
る
が
、
関
係
者
、
隣

接
地
権
者
、
地
区
区
長
、
生

産
組
合
長
の
同
意
が
必
要
で

あ
る
。

議
員
　
工
業
団
地
予
定
地
や

空
き
家
へ
の
企
業
誘
致
は
、

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
方
式
で
は

な
く
、
既
製
方
式
に
し
な
い

と
、
開
業
ま
で
に
時
間
を
要

す
る
の
で
問
題
で
は
。

町
長
　
南
部
工
業
団
地
に
つ

い
て
は
、
待
ち
の
姿
勢
で
は

ダ
メ
で
、
県
と
も
協
議
し
な

が
ら
進
め
る
。
空
き
家
に
つ

い
て
は
、
状
況
を
見
な
が
ら

判
断
す
る
。

　議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

地
滑
り
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
…
檜
や
杉

は
、
主
根
が
地
中
深
く
に
入
り
込

む
の
で
は
な
く
、
根
張
り
が
浅
く

横
に
広
が
っ
た
状
態
で
、
樹
高
が

高
く
成
長
す
る
性
質
が
あ
り
、
既

に
相
当
な
樹
高
に
な
っ
て
い
る
。

強
風
の
時
、
幹
が
揺
す
ら
れ
て
根

の
周
り
が
緩
ん
だ
所
に
多
量
の
雨

が
降
る
と
、
浅
い
根
と
地
盤
と
の

間
に
水
が
侵
入
し
て
潤
滑
油
の
役

目
を
し
、
山
崩
れ
が
発
生
す
る
。

人
工
林
、竹
林
の
広
葉
樹
化

黒
髪
山
登
山
道
整
備

里
道（
赤
道
）に
つ
い
て

新
規
の
進
出
企
業
に
つ
い
て

▲広葉樹植栽実施の山林
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一

般

質

問

町
政
を

徹
底
追
求
！

答

活性化を目指す町づくりを

全てに、慎重な対応が必要

　一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

　時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る「
一
問
一
答
方
式
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

▽
駐
車
場

議
員
○
期
間
中
の
学
校
の
連

休
は
、
10
連
休
で
間
違
い
な

い
か
。
学
校
の
運
動
場
の
解

放
は
で
き
る
の
か
。

教
育
長
　
今
回
の
連
休
は
10

連
休
。
有
田
小
学
校
の
運
動

場
と
有
田
中
学
校
ひ
ら
き
球

場
は
４
月
27
日
か
ら
解
放
す

る
と
学
校
と
協
議
し
て
い
る
。

議
員
　
公
営
駐
車
場
が
４
３

０
０
台
と
私
営
が
４
０
０
０

台
の
合
計
８
３
０
０
台
で
足

り
て
い
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長
　
こ
こ
数
年
、

学
校
も
平
日
解
放
さ
れ
て
い

て
、
連
休
中
は
ほ
と
ん
ど
駐

車
可
能
で
あ
る
。
利
便
性
の

良
い
と
こ
ろ
は
早
く
満
車
に

な
る
が
、
現
状
と
し
て
は
足

り
て
い
る
。

議
員
　
公
営
駐
車
場
整
理
の

人
員
配
置
は
十
分
に
で
き
て

い
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長
　
主
催
は
商

工
会
議
所
で
、
人
員
は
臨
時

的
に
募
集
を
か
け
て
い
る
。

安
全
面
を
確
保
す
る
た
め
に

も
十
分
な
人
員
の
配
置
を
お

願
い
し
て
い
き
た
い
。

▽
ト
イ
レ

議
員
　
常
設
19
カ
所
、
仮
設

18
カ
所
の
設
置
場
所
は
ど
こ

か（
水
洗
ト
イ
レ
は
可
能
か
）。

身
障
者
ト
イ
レ
は
、
２
基
で

少
な
い
と
思
う
が
。

商
工
観
光
課
長
　
常
設
の
ト

イ
レ
は
施
設
や
学
校
、
公
民

館
な
ど
で
あ
る
。
一
部
を
除

い
て
は
水
洗
に
な
っ
て
い
る
。

仮
設
ト
イ
レ
は
汲
み
取
り
式

で
あ
る
。
ま
た
身
障
者
用
ト

イ
レ
は
少
な
い
と
思
う
。
今

後
検
討
し
た
い
。

▽
迂
回
路

議
員
　
ポ
ー
セ
リ
ン

パ
ー
ク
線
の
整
備
の

進
捗
状
況
は
。

建
設
課
長
　
危
険
箇

所
や
水
溜
り
な
ど
に

つ
い
て
は
、
路
面
標

示
等
、
伊
万
里
土
木

事
務
所
に
要
望
を
し

て
い
る
。

議
員
　
戸
矢
―
戸
杓

線
整
備
の
進
捗
状
況

は
。

建
設
課
長
　
土
砂
や
落
ち
葉

が
堆
積
し
て
お
り
側
溝
の
清

掃
を
３
月
末
ま
で
に
行
う
予

定
。
ま
た
道
路
沿
い
の
樹
木

の
伐
採
は
、
建
設
課
の
職
員

で
年
度
末
ま
で
に
行
う
予
定
。

▽
出
店
店
舗
の
減
少

議
員
　
有
田
駅
前
付
近
か
ら

泉
山
ま
で
の
４
㎞
に
以
前
は

約
６
０
０
件
の
出
店
が
あ
っ

た
が
現
在
は
約
４
５
０
件
で
、

年
々
減
っ
て
い
る
要
因
は
。

商
工
観
光
課
長
　
家
賃
の
高

騰
に
よ
る
も
の
と
、
業
界
の

不
況
や
波
佐
見
陶
器
ま
つ
り

の
関
連
と
考
え
ら
れ
る
。

議
員
　
高
齢
化
に
伴
い
、
現

状
維
持
が
厳
し
い
状
況
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

農
林
課
長
　
兼
業
農
家
が
主

体
で
あ
り
経
費
増
で
、
所
得

が
得
ら
れ
な
い
た
め
農
業
離

れ
が
進
ん
で
い
る
。
対
策
と

し
て
団
体
組
織
に
支
援
を
し

て
い
る
。

議
員
　
荒
廃
農
地
や
後
継
者

の
い
な
い
農
家
の
農
地
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。
ま
た

地
目
変
換
し
て
宅
地
に
し
た

り
、
道
路
拡
張
す
る
こ
と
に

対
し
、
支
援
は
で
き
な
い
の

か
。

農
林
課
長
　
家
が
建
つ
条
件

な
ら
転
用
で
き
る
が
、
造
成

の
み
な
ら
で
き
な
い
。
道
路

に
つ
い
て
は
、
地
域
や
集
落

協
力
の
下
で
、
国
・
県
・
町

か
ら
の
補
助
は
で
き
る
。

議
員
　
農
作
業
の
軽
減
対
策

に
支
援
、
補
助
事
業
は
あ
る

の
か
。（
草
刈
作
業
、
有
害

鳥
獣
被
害
な
ど
）

農
林
課
長
　
軽
減
策
と
し
て

セ
ン
チ
ピ
ー
ト
グ
ラ
ス
の
植

栽
、
防
草
シ
ー
ト
の
被
覆
等

が
考
え
ら
れ
、
補
助
事
業
で

あ
る
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
な
ど
で
実
施
可
能
だ
。
今

後
も
活
用
し
て
頂
き
た
い
。

ま
た
組
織
化
の
検
討
も
お
願

い
し
た
い
。
有
害
鳥
獣
対
策

で
は
棲
み
分
け
、
防
除
、
捕

獲
の
３
要
素
の
取
り
組
み
が

重
要
。
防
除
捕
獲
に
つ
い
て

は
、
国
・
県
・
町
で
補
助
を

行
っ
て
い
る
。

議
員
　
南
部
工
業
団
地
の
進

捗
状
況
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
造
成
費

用
は
当
初
25
億
程
度
で
あ
っ

た
も
の
が
31
億
を
超
え
、
事

務
経
費
等
含
め
、
40
億
程
度

か
か
る
と
想
定
し
て
い
る
。

分
割
造
成
に
つ
い
て
は
県
と

協
議
し
て
い
る
。

町
長
　
コ
ス
ト
が
か
か
る
事

業
な
の
で
、
慎
重
に
県
と
協

議
を
進
め
て
い
る
。

陶
器
市
に
つ
い
て

農
業
に
つ
い
て

企
業
誘
致
に
つ
い
て

▲札の辻交差点付近
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町
政
を

徹
底
追
求
！

答 財政悪化には注視する

池田 榮次議員

新年度予算は収支不足だ

▽
収
支
不
足
の
当
初
予
算

議
員
○
町
長
の
施
政
方
針
を

受
け
た
新
年
度
予
算
は
、
収

支
不
足
で
基
金
を
取
り
崩
し

た
予
算
だ
。
来
年
度
予
算
は

更
に
厳
し
く
な
ら
な
い
か
。

財
政
課
長
　
税
収
の
伸
び
が

見
込
め
ず
交
付
税
の
段
階
的

縮
減
は
続
く
の
で
厳
し
い
。

公
共
施
設
の
老
朽
対
策
や
道

路
・
橋
梁
等
は
継
続
し
て
整

備
す
る
必
要
か
ら
、
交
付
税

措
置
の
あ
る
起
債
を
活
用
し

て
い
く
。

議
員
　
町
長
の
「
６
つ
の
し

あ
わ
せ
プ
ラ
ン
」
の
実
現
や

有
小
の
旧
校
舎
解
体
、
記
念

堂
改
修
、
南
原
・
原
宿
線
道

路
改
修
等
で
借
金
は
増
え
る
。

町
財
政
は
健
全
な
の
か
。

財
政
課
長
　
余
裕
の
な
い
財

政
状
況
で
あ
る
。
公
共
施
設

管
理
計
画
に
沿
っ
た
施
設
の

抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
に

な
る
。

副
町
長
　
将
来
負
担
比
率
も

基
準
内
で
当
面
の
懸
念
は
な

い
。
進
め
る
べ
き
は
進
め
、

財
政
悪
化
に
は
注
視
す
る
。

▽
訪
問
企
業
の
進
出
感
触

議
員
　
企
業
訪
問
に
積
極
的

だ
が
感
触
は
ど
う
か
。

町
長
　
企
業
か
ら
「
４
年
前

だ
っ
た
ら
」
の
返
事
も
頂
き
、

タ
イ
ミ
ン
グ
の
重
要
性
を
痛

感
し
た
。
県
の
首
都
圏
事
務

所
は
私
が
直
接
訪
問
す
る
こ

と
に
好
意
的
で
、
訪
問
企
業

先
で
も
良
い
感
触
を
得
た
。

▽
企
業
訪
問
と
売
買
条
件

議
員
　
売
買
条
件
等
が
議
会

付
議
さ
れ
て
い
な
い
。
企
業

に
よ
る
町
民
の
雇
用
で
窯
業

界
に
与
え
る
影
響
や
公
害
の

懸
念
、
町
の
財
政
能
力
等
を

議
会
に
諮
ら
な
い
と
町
長
に

執
行
権
も
交
渉
権
も
な
い
。

災
害
復
旧
や
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
資
材
や
人
件
費
は
高

騰
し
て
い
る
。
今
は
開
発
・

造
成
に
最
悪
の
時
期
で
は
な

い
の
か
。

町
長
　
い
ろ
ん
な
情
報
を
収

集
し
て
、
企
業
の
進
出
意
欲

の
醸
成
に
努
め
て
か
ら
議
会

と
協
議
し
た
い
。

▽
町
民
に
よ
る
情
報
共
有

議
員
　
仮
定
だ
が
、
40
億
円

を
借
り
る
条
件
と
利
息
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
仮
に
40

億
円
借
り
た
場
合
、
利
子
０

・
５
％
で
５
年
据
え
置
き
、

５
年
分
割
の
10
年
償
還
の
見

込
み
だ
。
そ
の
間
の
支
払
利

息
は
１
億
５
千
万
円
だ
。

議
員
　
期
限
ま
で
に
売
却
で

き
な
い
と
、
ど
う
な
る
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
借
換
え

か
、
町
の
負
担
に
な
る
。

議
員
　
町
の
負
担
能
力
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
町
の
自

主
財
源
は
35
％
程
度
で
影
響

が
な
い
と
は
言
え
な
い
。

▽
公
聴
会
の
開
催
を

議
員
　
南
部
工
業
団
地
は
町

の
財
政
や
将
来
を
左
右
す
る

大
型
事
業
に
な
る
。
町
民
全

体
で
情
報
を
共
有
し
、
そ
の

必
要
性
、
町
の
財
政
能
力
等

を
議
論
す
る
公
聴
会
を
開
く

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

町
長
　
公
聴
会
が
必
要
だ
と

判
断
し
た
時
は
開
催
す
る
。

▽
史
跡
活
用
と
地
域
振
興

議
員
　
800
年
事
業
を
提
案
し

た
と
き
、「
将
来
的
に
地
域

振
興
に
繋
げ
る
事
業
に
す
る

こ
と
が
大
事
だ
」
と
示
唆
が

あ
っ
た
。
町
長
の
意
欲
あ
る

ご
意
向
を
伺
い
た
い
。

町
長
　
私
も
同
じ
思
い
が
あ

る
。
ど
の
よ
う
な
事
業
が
で

き
る
の
か
検
討
し
た
い
。

議
員
　
旧
西
有
田
で
は
田
植

え
唄
ア
ジ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
や
「
と
っ
こ
積
み
」
祭
り

で
町
に
活
気
が
あ
っ
た
。

　
唐
船
城
の
郷
祖
祭
や
町
民

の
交
流
会
、
農
産
物
即
売
等

は
町
と
連
携
し
た
地
域
振
興

を
目
的
に
検
討
を
求
め
る
。

町
長
　
町
主
催
の
式
典
は
10

年
サ
イ
ク
ル
、
恒
例
化
し
た

事
業
は
地
域
行
事
と
連
携
す

る
な
ど
に
よ
っ
て
、
町
も
支

援
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

▽
随
意
契
約
で
良
い
の
か

議
員
　
平
成
29
年
度
は
業
務

委
託
料
を
非
営
利
団
体
の
商

工
会
議
所
に
約
４
５
０
０
万

円
払
っ
て
い
る
。
財
務
規
則

上
、
随
意
契
約
で
よ
い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
公
社
へ
の
再
委

託
は
契
約
書
に
定
め
が
あ
る

の
か
。
契
約
期
限
は
い
つ
ま

で
か
。

総
務
課
長
　
財
務
規
則
で
は

上
限
50
万
円
だ
が
、
地
方
自

治
法
施
行
令
１
６
７
条
の
除

外
規
定
で
随
意
契
約
と
し
て

い
る
。
再
委
託
条
項
は
あ
る
。

期
限
は
本
年
３
月
末
だ
。

議
員
　
町
民
が
他
市
町
に
寄

付
す
る
と
、
町
は
住
民
税
が

減
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の

金
額
は
幾
ら
か
。

総
務
課
長
　
平
成
28
・
29
年

度
で
約
７
１
０
万
円
を
減
額

・
控
除
し
て
い
る
。

　議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

新
年
度
施
策
と
予
算

南
部
工
業
団
地
の
造
成

唐
船
城
址
と
地
域
振
興

ふ
る
さ
と
納
税
の
委
託

▲旧西有田町時代に開催されていた
「とっこ積みフェスティバル」
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中島 達郎議員

一

般

質

問

町
政
を

徹
底
追
求
！

答

マーケティングでみたふるさと納税の返礼は

有田らしい返礼品で税外収入増に努める

　一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

　時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る「
一
問
一
答
方
式
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

▽
総
務
省
支
援
策
活
用
状
況

議
員
○
支
援
・
促
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
は
。

総
務
課
長
　
本
町
の
取
り
組

み
は
な
い
が
、
県
の
ふ
る
さ

と
納
税
サ
イ
ト
で
、
全
国
的

な
起
業
家
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
4
〜
5
件
、
町
が
１
件

掲
載
。
目
標
額
に
到
達
し
て

い
な
い
厳
し
い
状
況
で
あ
る

が
、
4
月
の
税
制
改
正
に
伴

い
、
全
国
に
一
定
の
ル
ー
ル

が
で
き
れ
ば
、
ふ
る
さ
と
起

業
家
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

移
住
交
流
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
、
特
定
の
も
の
に
つ

い
て
は
県
に
依
頼
す
る
の
が

良
策
と
み
て
い
る
。

▽
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
思
考

議
員
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
の
種
類
や
数
は
。
ま
た

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
概
論
で
は
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
は
顧
客

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
掴
み
製
品

計
画
を
立
て
、
販
売
促
進
努

力
に
よ
り
需
要
の
増
加
と
、

市
場
開
発
を
図
る
企
業
の
活

動
と
あ
る
が
、
返
礼
品
の
嗜

好
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
。

総
務
課
長
　
95
事
業
所
で
、

６
０
９
品
目
取
扱
い
、
30
年

度
は
新
規
に
５
３
０
品
目
採

用
、
２
５
０
品
目
掲
載
中
止

と
、
入
れ
替
え
に
は
常
時
工

夫
を
し
て
い
る
。
ま
た
返
礼

品
の
嗜
好
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実

施
し
て
い
る
が
反
応
が
な
い
。

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
、
多

少
の
書
き
込
み
は
あ
る
。

町
長
　
商
工
会
議
所
や
関
連

の
事
業
所
と
、
２
〜
３
カ
月

に
一
度
は
情
報
交
換
会
な
ど

を
開
催
し
、
有
田
ら
し
い
返

礼
品
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
行
く
。

▽
将
来
の
有
田
を
担
う
人
材 

　
育
成
目
的
の
奨
学
金
制
度

議
員
　
目
的
別
寄
付
で
は
、

子
ど
も
の
育
成
関
連
が
50
％

だ
が
、
学
校
教
育
の
範
疇
に

捉
わ
れ
な
い
制
度
運
用
は
。

総
務
課
長
　
ふ
る
さ
と
納
税

の
今
後
の
状
況
も
見
極
め
、

経
常
的
に
一
般
財
源
の
確
保

・
運
用
が
可
能
か
議
論
が
必

要
で
あ
る
。

▼
経
済
立
地
有
利
な
首
都
圏

議
員
　
神
奈
川
県
葉
山
町
な

ど
首
都
圏
近
郊
都
市
と
の
姉

妹
都
市
構
想
の
現
状
は
。

商
工
観
光
課
長
　
国
内
姉
妹

都
市
構
想
の
進
展
は
な
い
が
、

き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
九

谷
焼
産
地
の
能
美
市
、
有
田

市
、
北
海
道
松
前
町
、
日
本

遺
産
の
尾
道
市
、
20
世
紀
遺

産
選
定
の
東
広
島
市
と
の
懇

談
や
視
察
を
行
っ
た
。

町
長
　
能
美
市
長
と
は
、
焼

物
産
業
の
都
市
間
交
流
を
中

心
的
に
担
い
、
陶
磁
器
の
経

済
交
流
を
図
る
と
い
う
こ
と

で
は
、
互
い
に
意
見
が
一
致
。

他
の
市
町
と
も
地
域
間
交
流

の
実
現
を
期
待
し
て
い
る
。

議
員
　
伝
統
工
芸
に
重
き
を

置
い
た
姉
妹
都
市
提
携
も
重

要
だ
が
、
29
年
度
の
平
均
所

得
が
１
７
２
４
市
町
村
中
１

６
２
２
位
の
町
の
実
体
を
考

え
た
経
済
的
交
流
の
あ
る
姉

妹
都
市
も
必
要
と
考
え
る
。

▽
６
歳
以
下
幼
児
助
成
有
り

議
員
　
義
務
教
育
期
間
の
子

育
て
こ
そ
経
済
的
負
担
が
大

だ
が
、
助
成
制
度
適
用
は
。

子
育
て
支
援
課
長
　
中
学
生

ま
で
の
助
成
は
県
内
３
市
７

町
で
実
施
。
助
成
に
は
経
常

的
財
源
の
確
保
が
必
要
な
の

で
、
今
後
充
分
協
議
し
た
い
。

▽
駐
車
場
整
備
の
在
り
方

議
員
　
車
椅
子
の
乗
降
に
ゆ

と
り
の
あ
る
ゼ
ブ
ラ
ゾ
ー
ン

（
駐
停
車
禁
止
斜
線
区
域
）

付
き
駐
車
場
の
普
及
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
町
内
の
主

な
公
共
施
設
の
駐
車
場
で
、

新
し
い
施
設
に
は
枠
付
き
が

あ
る
が
、
既
存
の
施
設
に
は

東
出
張
所
の
観
光
ト
イ
レ
前

な
ど
未
設
置
の
箇
所
も
あ
る

の
で
、
設
置
の
方
向
で
検
討

す
る
。

▽
避
難
行
動
要
支
援
者
救
助

議
員
　
災
害
時
に
お
け
る
個

人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
き

災
害
対
策
基
本
法
で
は
、
災

害
発
生
前
に
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
を
作
成
し
、
自
主

防
災
組
織
な
ど
（
避
難
支
援

等
関
係
者
）
に
、
名
簿
を
提

供
と
あ
る
が
現
状
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
避
難
行
動

要
支
援
者
の
同
意
が
あ
れ
ば
、

自
主
防
災
組
織
に
も
要
支
援

者
名
簿
の
提
供
が
で
き
る
よ

う
に
、
現
在
改
正
作
業
を
行

っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
と

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

経
済
交
流
に
も
力
を
入
れ
た

国
内
姉
妹
都
市
提
携
構
想

小
１
〜
中
３
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成

お
年
寄
り
や
身
障
者
に

優
し
い
生
活
環
境
づ
く
り

災
害
へ
の
備
え
と

　
　
　
個
人
情
報
開
示 ▲東出張所観光トイレ前（３月１４日新設）
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町
政
を

徹
底
追
求
！

答 恒久財源が必要になるので
　　　検討していかなければならない

原田 一宏議員

小６・中３限定の給食無償化はできないか

▽
選
挙
公
約
の
履
行
状
況

①「
子
育
て
す
る
幸
せ
」

議
員
○
高
齢
者
と
幼
児
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
（
仮
称
）

建
設
の
進
捗
状
況
は
。

子
育
て
支
援
課
長
　
平
成
31

年
６
月
に
旧
お
お
ぎ
保
育
園

の
解
体
工
事
が
終
了
し
、
引

き
続
き
建
設
工
事
に
着
工
す

る
。

議
員
　
給
食
無
償
化
に
つ
い

て
現
在
の
考
え
は
。

教
育
長
　
現
在
、
調
理
員
の

給
与
等
含
め
て
、
６
千
万
円

程
度
使
っ
て
い
る
。
町
内
６

校
で
は
給
食
の
自
校
方
式
を

取
っ
て
い
る
の
で
、
給
食
無

償
化
よ
り
施
設
整
備
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

議
員
　
小
６
と
中
３
限
定
の

無
償
化
は
で
き
な
い
か
。

教
育
長
　
小
６
で
９
百
万
円
、

中
３
で
１
千
万
円
程
度
か
か

っ
て
い
る
。
無
償
化
は
一
度

始
め
た
ら
途
中
で
や
め
ら
れ

な
い
。
恒
久
財
源
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
の
で
、
医
療
・

福
祉
含
め
て
優
先
す
る
も
の

を
、
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

②
幸
せ
な
老
後

議
員
　
新
し
い
事
業
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
有
田
町
生

活
支
援
体
制
整
備
推
進
協
議

会
と
協
力
し
て
、
２
月
17
日

に
「
第
一
回
支
え
愛
有
田
〜

高
齢
者
知
っ
て
得
す
る
祭
」

を
開
催
し
、
各
団
体
の
活
動

発
表
や
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
紹
介
を
し
た
。

③
働
く
幸
せ

議
員
　
企
業
誘
致
で
新
し
い

情
報
は
。

町
長
　
タ
イ
ミ
ン
グ
の
問
題

も
あ
る
。
企
業
動
向
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
な
ど
も
し
て
、
次
の

展
開
を
考
え
た
い
。

議
員
　
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

委
員
会
の
取
り
組
み
は
。

商
工
観
光
課
長
　
国
内
販
路

開
拓
事
業
や
有
田
焼
後
継
者

育
成
事
業
な
ど
５
つ
の
事
業

を
行
っ
た
。

④
幸
せ
な
観
光
地
へ

議
員
　
新
幹
線
開
通
に
よ
る

武
雄
・
嬉
野
と
の
連
携
は
。

商
工
観
光
課
長
　
暫
定
開
業

を
見
据
え
、
観
光
連
携
の
気

運
を
高
め
る
事
業
を
実
施
す

る
。

⑤
幸
せ
な
町
の
運
営

議
員
　
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
開
催
の
考
え
は
。

町
長
　
各
地
区
の
総
会
や
懇

親
会
で
町
民
の
生
の
声
を
聞

い
て
い
る
。
現
在
は
そ
れ
が

い
い
の
か
と
思
っ
て
い
る
。

⑥
学
び
楽
し
む
幸
せ

議
員
　
佐
大
生
と
の
交
流
や

連
携
事
業
は
。

教
育
長
　
学
生
と
の
交
流
は

難
し
い
。
佐
賀
大
学
芸
術
地

域
デ
ザ
イ
ン
学
部
の
キ
ャ
ン

パ
ス
見
学
や
中
学
校
で
の
佐

大
教
授
に
よ
る
講
義
な
ど
が

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

▽
災
害
・
防
災
対
策

議
員
　
災
害
対
応
の
事
後
検

証
は
ど
う
な
っ
た
か
。

総
務
課
長
　
区
長
会
か
ら
河

川
の
情
報
な
ど
も
知
ら
せ
る

よ
う
に
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

住
民
周
知
の
点
で
、
避
難
準

備
情
報
か
ら
避
難
勧
告
へ
の

切
り
替
え
の
周
知
を
、
空
振

り
を
恐
れ
ず
実
践
に
活
か
し

た
い
と
肝
に
銘
じ
た
い
。

▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興

議
員
　
甲
子
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
そ
の
後
の
状
況
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
伊
万
里
市

と
特
段
連
携
等
は
行
っ
て
い

な
い
。

議
員
　
中
学
校
の
部
活
動
状

況
は
。

教
育
長
　
多
人
数
競
技
が
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
区

域
外
就
学
を
町
内
で
認
め
て

い
る
の
で
、
生
徒
が
や
り
た

い
ス
ポ
ー
ツ
を
尊
重
し
て
あ

げ
た
い
。

議
員
　
赤
坂
球
場
の
改
修
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　

生
涯
学
習
課
長
　
２
０
１
９

年
度
中
に
解
体
、
２
０
２
０

〜
２
１
年
度
に
総
二
階
建
て

の
観
覧
席
を
新
築
す
る
計
画

（
国
体
基
準
に
沿
っ
て
改
修
）。

議
員
　
日
本
遺
産
認
定
後
、

肥
前
窯
業
圏
活
性
化
推
進
協

議
会
で
の
協
議
や
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
は
。

商
工
観
光
課
長
　
民
間
に
対

し
て
「
肥
前
窯
業
圏
を
盛
り

上
げ
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
募
集
し
、
選
出
さ
れ
た
19

　
事
業
を
断
続
的
に
行
っ
た
。

　

議
員
　
有
田
と
同
様
の

　「
日
本
の
20
世
紀
遺
産
20

　
選
」
に
選
定
さ
れ
た
東
広

　
島
市
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
に
参
加
さ
れ
た
が
、
他
団

　
体
と
の
連
携
は
。

　

町
長
　
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
類

　
似
し
た
他
団
体
と
連
携
を

　
取
り
な
が
ら
、
情
報
交
換

　
や
交
流
を
深
め
て
、
歴
史

　
的
・
文
化
的
に
観
光
に
繋

　
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

　
い
る
。

　議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。 観

光
振
興

▲改修予定の赤坂球場

平
成
30
年
一
般
質
問
の

答
弁
の
検
証
と
対
応
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諸隈 洋介議員

一

般

質

問

町
政
を

徹
底
追
求
！

答

公約である給食費の無償化の実現は

検討及び精査の上で結論を出す

　一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

　時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る「
一
問
一
答
方
式
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

議
員
○
昨
年
の
町
長
選
挙
の

お
り
に
、
給
食
費
の
無
償
化

を
掲
げ
て
い
た
。
導
入
す
る

場
合
は
条
例
を
制
定
す
る
こ

と
で
対
応
す
る
と
の
答
え
だ

っ
た
が
、
そ
の
後
に
教
育
長
、

学
校
教
育
課
長
か
ら
実
現
は

か
な
り
厳
し
い
と
の
説
明
も

あ
っ
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て

の
町
長
の
今
現
在
の
見
解
と

今
後
の
対
応
は
。

教
育
長
　
給
食
費
の
無
償
化

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
財
政
面

か
ら
財
源
の
確
保
が
厳
し
い

と
認
識
し
て
い
る
。
恒
久
的

に
給
食
費
の
無
償
化
を
継
続

で
き
る
か
を
き
ち
ん
と
精
査

の
上
で
の
検
討
が
必
要
。
ま

た
、
自
校
方
式
の
給
食
は
食

育
の
視
点
か
ら
も
ぜ
ひ
継
続

し
た
い
。
安
心
安
全
で
美
味

し
く
、
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
給

食
を
提
供
す
る
こ
と
を
第
一

に
考
え
て
い
き
た
い
。

議
員
　
公
言
し
た
こ
と
は
実

行
す
る
べ
く
努
力
す
べ
き
で

あ
る
。
も
し
で
き
な
い
場
合

は
き
ち
ん
と
説
明
す
る
こ
と

は
最
低
限
の
責
任
だ
と
思
う
。

で
き
な
い
の
で
あ
る
な
ら
ば

代
わ
り
に
ど
う
い
っ
た
具
体

的
な
施
策
で
教
育
支
援
を
行

う
の
か
。

町
長
　
財
政
面
や
食
育
面
を

含
め
て
検
討
中
で
あ
る
。
現

在
の
自
校
方
式
を
継
続
す
る

こ
と
が
最
優
先
だ
が
、
無
償

化
も
実
現
が
で
き
る
よ
う
に

努
力
す
る
。
そ
の
上
で
公
平

性
を
保
ち
な
が
ら
、
ど
う
い

っ
た
施
策
が
い
い
の
か
を
な

る
べ
く
早
い
段
階
で
結
論
は

出
し
た
い
。

議
員
　
自
校
方
式
の
継
続
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
給
食
費
の
無

償
化
も
で
き
る
範
囲
で
ぜ
ひ

進
め
て
ほ
し
い
。

議
員
　
保
育
料
の
無
償
化
に

よ
っ
て
、
2
号
（
3
歳
以
上

の
保
育
園
児
）
の
給
食
費
は

保
護
者
の
負
担
と
な
る
。
そ

の
場
合
、
高
所
得
者
に
有
利

な
印
象
も
受
け
る
が
、
一
人

親
世
帯
や
生
活
保
護
世
帯
な

ど
低
所
得
者
の
負
担
増
に
な

ら
な
い
か
。
小
学
校
の
給
食

費
の
無
償
化
を
進
め
る
な
ら

ば
、
保
育
料
の
無
償
化
に
伴

い
、
実
費
給
食
費
の
無
償
化

も
協
議
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

子
育
て
支
援
課
長
　
給
食
材

料
費
は
在
宅
で
も
生
じ
る
費

用
な
の
で
、
原
則
と
し
て
保

護
者
の
実
費
負
担
と
な
っ
て

い
る
。
よ
っ
て
無
償
化
の
対

象
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
た

だ
、
低
所
得
世
帯
に
は
負
担

増
に
な
ら
な
い
よ
う
に
公
定

価
格
上
の
加
算
措
置
を
設
け

て
、
実
費
徴
収
も
免
除
さ
れ

て
い
る
。

議
員
　
実
施
後
は
不
公
平
感

が
な
い
よ
う
に
丁
寧
な
説
明

と
各
課
で
連
携
し
て
フ
ォ
ロ

ー
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

議
員
　
一
月
の
広
報
に
よ
る

と
発
行
時
ま
で
の
一
カ
月
に

生
ま
れ
た
子
ど
も
は
３
人
と

の
事
。
日
本
の
合
計
特
殊
出

生
率
は
２
年
連
続
で
低
下
し

た
。
年
間
に
生
ま
れ
る
子
ど

も
の
数
か
ら
も
少
子
化
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
中
で
、

婚
活
も
行
政
の
仕
事
だ
と
の

認
識
も
必
要
で
あ
る
。
今
後

は
費
用
対
効
果
も
考
慮
し
て
、

打
ち
上
げ
花
火
の
よ
う
な
対

策
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
の

期
間
を
設
け
て
計
画
性
と
実

効
性
の
高
い
人
口
増
加
の
対

策
及
び
、
少
子
化
対
策
を
進

め
る
べ
き
だ
が
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
今
回
の

婚
活
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
内
の

青
年
層
の
各
種
団
体
で
構
成

さ
れ
た
連
絡
協
議
会
が
主
体

と
な
っ
て
準
備
し
た
。
婚
活

だ
け
で
は
な
く
町
の
情
報
発

信
と
し
て
の
事
業
で
も
あ
り
、

今
後
は
子
育
て
支
援
、
ま
ち

づ
く
り
支
援
の
中
で
婚
活
も

支
援
し
て
い
く
。

町
長
　
打
ち
上
げ
花
火
に
な

ら
な
い
よ
う
に
地
域
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て

婚
活
も
支
援
を
続
け
る
。

議
員
　
婚
活
も
大
切
だ
が
、

若
者
が
結
婚
し
て
普
通
に
生

活
で
き
る
総
合
的
な
環
境
の

整
備
が
重
要
。
例
え
ば
課
長

会
議
な
ど
で
少
子
化
対
策
を

共
通
の
目
的
案
件
と
し
て
議

題
に
上
げ
て
、
子
育
て
支
援

課
、
学
校
教
育
課
、
生
涯
学

習
課
、
健
康
福
祉
課
な
ど
縦

割
り
の
弊
害
を
な
く
し
、
チ

ー
ム
有
田
で
連
携
し
て
対
応

し
て
も
ら
い
た
い
。

町
長
　
少
子
化
対
策
だ
け
で

な
く
、
オ
ー
ル
有
田
、
チ
ー

ム
有
田
で
役
場
一
体
と
な
っ

て
諸
々
の
課
題
に
取
り
組
む
。

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

保
育
料
の
無
償
化
に
よ
る

影
響
に
つ
い
て

公
約
で
あ
る
給
食
費
の

無
償
化
に
つ
い
て

給食費無償化の状況
選択肢

小学校、中学校ともに無償化実施 78 4.4%
該当自治体 割 合

小学校のみ無償化 4 0.2%
中学校のみ無償化 2 0.1%

小　　　　　　　　　　計 82 4.7%
１～３の項目以外で無償化・一部を無償化実施 424 24.4%
無償化実施無し 1,234 70.4%

合　　　　　　　　　　計 1,658 99.5%
平成29年度　文科省実施調査　平成30年度7月27日発表　参照 
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町
政
を

徹
底
追
求
！

答 子どもを守る事が大前提、
　　　関係機関との連携が重要

福島 日人士議員

虐待事案への対応（対策）は

議
員
○
警
察
に
よ
る
と
２
０

１
８
年
に
虐
待
を
受
け
た
疑

い
が
あ
る
と
し
て
、
児
童
相

談
所
に
通
報
し
た
児
童
数
は

２
０
０
４
年
以
降
初
め
て
８

万
人
を
超
え
た
。
内
訳
は
暴

言
な
ど
の
心
理
的
虐
待
が
７

割
を
占
め
て
い
る
。
身
体
的

虐
待
が
２
割
で
あ
る
。
県
、

町
内
の
状
況
は
。

子
育
て
支
援
課
長
　
県
内
の

児
童
相
談
所
に
お
け
る
状
況

で
は
、
児
童
虐
待
に
関
す
る

件
数
が
、
平
成
29
年
度
２
４

８
件
で
、
虐
待
に
は
心
理
的

虐
待
・
身
体
的
虐
待
・
ネ
グ

レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
）
な
ど

が
あ
る
。

議
員
　
２
０
１
９
年
１
月
２

４
日
千
葉
県
野
田
市
立
小
学

校
４
年
女
児
（
10
）
が
父
親

か
ら
虐
待
さ
れ
死
亡
し
た
事

件
が
あ
っ
た
。
沖
縄
県
糸
満

市
立
小
時
代
か
ら
虐
待
さ
れ

て
い
て
、
母
へ
の
Ｄ
Ⅴ（
家

庭
内
暴
力
な
ど
）
の
相
談
も

親
族
か
ら
糸
満
市
に
寄
せ
ら

れ
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
２
０
１
７
年
９

月
、
千
葉
県
野
田
市
立
の
別

の
小
学
校
に
転
校
。
11
月
の

学
校
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
お

父
さ
ん
に
暴
力
を
受
け
て
い

る
。
夜
中
に
起
こ
さ
れ
た
り
、

起
き
て
い
る
と
き
に
蹴
ら
れ

た
り
、
た
た
か
れ
た
り
さ
れ

て
い
る
。」
と
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発

信
し
て
い
た
。
ま
た
児
童
相

談
所
が
一
時
保
護
し
た
際
、

医
師
は
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ

ス
障
害
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）
の
疑

い
が
あ
る
と
診
断
し
て
い
た
。

こ
れ
を
受
け
、
町
内
小
中
学

校
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な

ど
の
実
施
状
況
は
。

学
校
教
育
課
長
　
学
校
生
活

ア
ン
ケ
ー
ト
と
い
う
様
式
で
、

い
じ
め
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
、
年
２
回
実
施
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
、「
先
生
に

伝
え
た
い
こ
と
な
ど
、
学
校

生
活
に
つ
い
て
、
書
い
て
く

だ
さ
い
」
と
し
て
い
る
。

議
員
　
学
校
、
教
育
委
員
会

・
児
童
相
談
所
と
の
連
携
体

制
は
。

教
育
長
　
学
校
な
ど
に
お
い

て
は
、
児
童
虐
待
の
早
期
発

見
・
早
期
対
応
に
努
め
、
市

町
や
児
童
相
談
所
へ
の
通
告

や
情
報
提
供
を
行
う
。
ま
た
、

学
校
は
、
児
童
虐
待
を
発
見

し
や
す
い
立
場
に
あ
る
。
教

職
員
の
研
修
充
実
に
努
め
、

虐
待
を
疑
っ
た
ら
関
係
機
関

と
連
携
し
、
速
や
か
に
児
童

相
談
所
に
通
告
す
る
。

子
育
て
支
援
課
長
　
町
で
は

年
３
回
、
県
北
部
児
童
相
談

所
や
、
伊
万
里
保
健
福
祉
事

務
所
、
町
内
小
中
学
校
校
長

な
ど
と
、
有
田
町
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会
実
務
者

会
議
に
お
い
て
、
事
案
の
報

告
、
検
討
、
協
議
、
情
報
交

換
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
12

月
か
ら
社
会
福
祉
士
を
配
置

し
相
談
業
務
の
強
化
を
図
っ

て
い
る
。

議
員
　
暴
力
事
件
な
ど
が
伴

っ
た
時
な
ど
の
対
応
は
。

子
育
て
支
援
課
長
　
ま
ず
は

警
察
へ
の
通
報
と
考
え
る
。

そ
の
後
、
家
庭
問
題
な
ど
が

考
え
ら
れ
れ
ば
、
県
北
部
児

童
相
談
所
と
の
連
携
が
必
要

と
な
る
。

議
員
　
今
回
の
よ
う
な
虐
待

事
件
の
事
案
が
発
生
し
た
時

に
適
切
な
対
応
が
で
き
る
か
。

子
育
て
支
援
課
長
　
子
ど
も

を
守
る
こ
と
を
大
前
提
に
、

ま
ず
は
警
察
へ
の
通
報
と
考

え
る
。
関
係
機
関
と
の
情
報

を
常
に
共
有
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
子
ど
も
を
守
る
地
域

で
あ
り
た
い
。

町
長
　
有
田
町
と
し
て
は
、

昨
年
10
月
に
子
育
て
支
援
課

を
設
置
し
た
。
課
設
置
は
、

虐
待
と
い
う
案
件
が
増
え
る

だ
ろ
う
と
の
思
い
か
ら
だ
。

本
当
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
問

題
で
も
あ
り
、
行
政
と
し
て

も
踏
み
込
み
た
い
が
踏
み
込

め
な
い
所
も
あ
る
。
き
め
細

か
な
、
寄
り
添
っ
た
対
応
が

で
き
た
ら
と
思
う
。
教
育
行

政
に
関
し
て
は
教
育
長
が
ト

ッ
プ
で
あ
る
。
子
育
て
支
援

課
に
職
員
を
配
置
し
て
い
る
。

し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
、
こ

の
よ
う
な
案
件
が
一
件
で
も

発
生
し
な
い
よ
う
に
、
警
察
、

児
童
相
談
所
と
密
に
相
談
、

連
携
し
て
い
く
。

児
童
虐
待
対
策

　議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

▲虐待の疑いで自動相談所へ通報した子どもの人数
　　　　　　　　　　　　　　　　（警察庁まとめ）
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町
政
を

徹
底
追
求
！

答

米消費拡大のため米飯給食の回数増を

週一回のパン食もあって良いのかと思う

　一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

　時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る「
一
問
一
答
方
式
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

議
員
○
米
は
我
が
国
の
国
民

の
主
食
で
あ
り
、
食
文
化
の

基
礎
で
あ
る
。
ま
た
、
稲
作

や
水
田
は
、
国
土
の
保
全
、

水
源
の
か
ん
養
、
自
然
環
境

の
保
全
、
良
好
な
景
観
の
形

成
、
文
化
の
伝
承
な
ど
、
多

面
的
機
能
を
有
し
、
日
本
人

の
歴
史
や
文
化
と
密
接
な
関

係
が
あ
る
。
米
の
生
産
量
は

昭
和
38
年
の
１
３
４
１
万
ト

ン
を
ピ
ー
ク
に
毎
年
減
少
し

続
け
平
成
28
年
８
３
８
万
ト

ン
と
な
っ
て
い
る
。
米
の
消

費
拡
大
策
の
一
つ
に
は
、
小

さ
い
時
か
ら
ご
飯
を
食
べ
る

機
会
を
多
く
作
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は

学
校
に
お
け
る
米
飯
給
食
の

回
数
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
だ
と
思
わ
れ
る
が
、

現
在
の
米
飯
給
食
の
回
数
は

何
回
か
。

学
校
教
育
課
長
　
現
在
の
学

校
で
の
パ
ン
給
食
の
回
数
は

月
2
回
か
ら
3
回
で
、
そ
の

他
は
米
飯
給
食
で
あ
る
。

議
員
　
米
ど
こ
ろ
白
石
町
で

は
、
30
年
以
上
前
か
ら
「
地

元
の
学
校
で
は
、
地
元
産
の

米
を
食
べ
さ
せ
た
い
」
と
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
強
い
要
望
か
ら
、

す
べ
て
の
給
食
を
米
飯
に
し

て
い
る
と
の
事
。
有
田
町
で

も
全
て
の
給
食
を
米
飯
給
食

に
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長
　
米
を
食
べ
る
こ
と

は
大
変
大
事
な
こ
と
だ
が
、

ご
飯
が
合
わ
な
い
メ
ニ
ュ
ー

も
あ
る
と
思
う
。
子
ど
も
た

ち
の
意
見
も
考
慮
し
、
週
一

回
く
ら
い
は
パ
ン
も
あ
っ
て

良
い
の
か
と
思
う
。

▽
国
の
「
歴
史
ま
ち
づ
く

　
り
法
」
の
認
定
を
図
り
、

　
歴
史
的
風
致
維
持
向
上

　
に
よ
る
町
の
活
性
化
を

議
員
　
基
山
町
で
は
、
国
の

「
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
」
の

認
定
を
受
け
地
域
活
性
化
に

繋
げ
て
い
る
。
有
田
町
で
も

こ
の
「
歴
史
ま
ち
づ
く
り
法
」

の
認
定
を
受
け
「
20
世
紀
遺

産
」
に
認
定
さ
れ
た
地
域

（
内
山
地
区
の
町
並
み
や
、

黒
牟
田
応
法
地
区
の
窯
元
の

町
並
み
）
の
景
観
の
保
全
を

図
り
、
観
光
化
に
よ
る
活
性

化
に
繋
げ
て
は
ど
う
か
。

町
長
　「
歴
史
ま
ち
づ
く
り

法
」
の
認
定
を
受
け
る
た
め

に
は
、
大
変
な
労
力
と
時
間

が
必
要
だ
と
思
う
の
で
、
精

査
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

▽
町
民
の
融
和
と
一
体
感

　
を
育
み
活
性
化
す
る
た

　
め
、
町
歌
、
町
踊
り
の

　
製
作
を

議
員
　
有
田
町
と
西
有
田
町

が
合
併
し
て
13
年
が
経
過
し

た
。
数
年
前
に
は
、
有
田
夏

祭
り
と
西
有
田
花
火
大
会
も

一
緒
に
な
り
「
有
田
夏
祭
り

花
火
大
会
」
と
、
一
層
賑
わ

う
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
「
夏
祭
り
花
火
大

会
」
で
は
合
併
前
か
ら
あ
る

美
空
ひ
ば
り
の
「
有
田
チ
ロ

リ
ン
節
」
や
「
有
田
皿
山
節
」、

ま
た
西
有
田
に
は
「
西
有
田

音
頭
」
と
あ
る
が
、
い
ま
い

ち
町
民
に
馴
染
め
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
町
歌
は
西
有
田
町
に

童
謡
作
曲
家
の
中
田
喜
直
氏

作
曲
の
「
風
の
散
歩
」
と
い

う
歌
が
あ
っ
た
。
県
内
で
は
、

市
歌
や
町
歌
が
あ
る
の
は
７

市
５
町
で
あ
る
。
有
田
町
で

も
、
町
民
の
融
和
と
さ
ら
な

る
一
体
感
を
育
み
活
性
化
す

る
た
め
、
町
歌
、
町
踊
り
の

製
作
を
し
て
は
ど
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
町
民
の

一
体
感
を
さ
ら
に
育
む
た
め

に
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う

の
で
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

▽
先
進
地
「
人
口
増
市
町

　
村
（
北
海
道
上
士
幌
町

　
等
）」
に
学
ぶ
施
策
を

議
員
　
全
国
的
に
人
口
減
の

中
で
東
京
や
福
岡
は
人
口
が

増
加
し
て
い
る
。
有
田
町
は

平
成
17
年
２
万
１
，
５
７
０

人
だ
っ
た
の
が
平
成
27
年
に

は
２
万
１
４
８
人
で
あ
る
。

平
成
32
年
の
国
勢
調
査
で
は

2
万
人
を
割
り
込
む
も
の
と

思
わ
れ
る
。
全
国
で
も
大
き

な
町
の
近
く
で
は
人
口
増
の

町
が
あ
る
が
、
北
海
道
の
上

士
幌
町
は
、
そ
う
い
う
大
き

な
町
が
周
り
に
無
い
の
に
増

え
て
い
る
。
新
築
の
家
を
建

築
時
、
中
学
生
以
下
の
子
ど

も
が
い
れ
ば
一
人
に
付
き
１

０
０
万
円
を
補
助
す
る
。
医

療
費
は
高
校
生
ま
で
無
料
。

子
ど
も
園
の
無
料
化
等
、
人

口
増
の
対
策
の
結
果
で
あ
る
。

有
田
町
で
も
給
食
の
無
償
化

等
、
更
な
る
人
口
増
の
対
策

を
行
う
こ
と
を
望
む
。

町
長
　
町
民
の
い
ろ
ん
な
意

見
を
含
め
た
上
で
判
断
し
て

い
き
た
い
。

米
消
費
拡
大
の
た
め
米
飯

給
食
の
回
数
増
を

▲黒牟田・応法地区の町並み

▲美空ひばりの有田チロリン節
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町
政
を

徹
底
追
求
！

答 産業用適地調査を実施する

久保田　均議員

小規模企業進出活動を推進せよ

議
員
○
小
規
模
と
い
う
の
は
、

前
原
工
業
団
地
の
よ
う
な
コ

ン
パ
ク
ト
な
団
地
と
考
え
る
。

南
部
工
業
団
地
の
議
論
が
さ

れ
る
中
で
、
そ
の
存
在
の
意

味
を
再
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
が
現
状
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
前
原
工

業
団
地
は
昭
和
62
年
４
月
に

西
有
田
町
が
開
発
、
１
部
拡

張
し
平
成
18
年
５
月
に
最
終

販
売
完
了
し
た
。
現
在
７
社

３
７
１
人
の
就
業
者
が
お
り
、

増
設
が
１
社
、
新
築
移
設
が

１
社
あ
る
。

議
員
　
民
間
の
小
規
模
企
業

進
出
活
動
を
活
発
化
す
る
の

に
候
補
地
調
査
を
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
10
　
未

満
の
工
業
用
地
の
ニ
ー
ズ
が

あ
る
。
新
産
業
エ
リ
ア
と
別

に
県
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
将

来
の
企
業
誘
致
の
た
め
の
適

地
調
査
を
進
め
る
。

議
員
　
既
存
団
地
の
発
展
の

た
め
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
町
で
定

期
的
な
調
査
を
行
い
、
団
地

内
企
業
連
絡
会
と
情
報
交
換

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員
　
民
間
の
企
業
誘
致
活

動
促
進
に
地
籍
図
と
航
空
写

真
を
重
ね
た
デ
ー
タ
を
提
供

せ
よ
。

税
務
課
長
　
平
成
31
年
度
に

地
籍
図
の
電
子
デ
ー
タ
化
の

予
算
を
組
ん
で
い
る
。
完
了

す
れ
ば
提
示
で
き
る
状
況
に

な
る
が
、
境
界
ト
ラ
ブ
ル
の

発
生
も
懸
念
さ
れ
る
の
で
慎

重
な
取
り
扱
い
を
要
す
る
と

認
識
し
て
い
る
。

議
員
　
企
業
の
誘
致
に
労
働

者
の
確
保
は
必
須
だ
。
国
は

本
格
的
な
外
国
人
労
働
者
の

受
け
入
れ
に
舵
を
切
っ
た
。

有
田
町
で
も
外
国
人
労
働
者

の
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
企

業
誘
致
を
有
利
に
す
る
必
要

が
あ
る
。
現
在
の
外
国
人
労

働
者
数
は
。

住
民
環
境
課
長
　
外
国
人
労

働
者
数
88
人
。
う
ち
技
術
実

習
生
70
人
位
、
そ
の
他
18
人
。

男
性
21
人
、
女
性
67
人
。
社

宅
や
民
間
ア
パ
ー
ト
で
居
住

し
て
い
る
。

議
員
　
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル

が
あ
っ
て
は
本
末
転
倒
だ
。

ま
た
失
踪
や
自
殺
な
ど
の
事

例
も
聞
く
。
支
援
策
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

住
民
環
境
課
長
　
企
業
に
お

い
て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
町
で
も
広
報
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
資
料
面
を
充

実
し
て
対
応
す
る
。

議
員
　
マ
イ
セ
ン
姉
妹
都
市

交
流
40
年
の
実
績
と
所
感
は
。

商
工
観
光
課
長
　
１
９
７
９

年
２
月
９
日
姉
妹
都
市
締
結
。

以
後
２
回
再
調
印
。
行
政
間

の
交
流
、
有
田
マ
イ
セ
ン
友

好
協
会
の
青
少
年
相
互
訪
問

事
業
、
５
年
ご
と
の
記
念
事

業
を
継
続
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

効
果
は
大
き
く
な
い
が
、
文

化
親
善
交
流
事
業
を
基
本
に
、

異
文
化
に
触
れ
豊
か
な
感
性

と
陶
磁
器
文
化
を
通
し
て
国

際
感
覚
に
優
れ
た
人
材
の
育

成
が
で
き
た
。

議
員
　
31
年
度
の
マ
イ
セ
ン

交
流
は
前
年
の
準
備
も
含
め

て
ど
れ
位
の
規
模
か
。

商
工
観
光
課
長
　
30
年
度
１

０
０
万
円
、
31
年
度
３
５
０

万
円
位
だ
。

議
員
　
今
後
50
年
、
１
０
０

年
こ
の
ま
ま
か
。
新
し
い
活

動
や
事
業
は
起
き
て
な
い
の

で
は
な
い
か
。
新
し
い
風
は

な
い
か
。

町
長
　
マ
イ
セ
ン
訪
問
で
は

八
木
ド
イ
ツ
大
使
も
同
席
さ

れ
、
旧
東
ド
イ
ツ
時
代
か
ら

の
交
流
で
は
有
田
が
一
番
古

く
、
誇
り
高
い
と
評
価
を
受

け
た
。
こ
れ
ま
で
の
交
流
を

さ
ら
に
深
み
が
あ
る
よ
う
持

っ
て
い
き
、
経
済
交
流
ま
で

結
び
付
け
た
い
。

議
員
　
武
雄
市
は
『
そ
れ
武

雄
が
や
り
ま
す
』
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
深
海
宗
伝
の

記
念
碑
を
建
立
し
た
。
有
田

は
百
婆
仙
と
い
う
歴
史
的
人

材
を
活
用
せ
よ
。

町
長
　
百
婆
仙
に
限
ら
ず
、

朝
鮮
陶
工
の
歴
史
を
大
き
く

と
ら
え
、
総
領
事
と
意
見
交

換
を
し
な
が
ら
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
に
つ
な
げ
て
い
く
。

議
員
　
民
営
化
と
未
給
水
地

域
改
善
に
つ
い
て
問
う
。

上
下
水
道
課
長
　
民
営
化
は

絶
対
反
対
だ
。
施
設
老
朽
化

が
進
む
中
で
、
不
採
算
地
域

は
切
り
捨
て
ら
れ
る
。
民
間

は
災
害
発
生
時
に
責
任
を
負

え
な
い
。
未
給
水
地
区
は
現

有
制
度
を
最
大
限
生
か
す
べ

き
で
あ
る
。

小
規
模
企
業
誘
致
の
可
能
性

　議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

町
内
の
外
国
人
労
働
者

海
外
交
流
と

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
効
果

水
道
民
営
化
と
未
給
水
改
善

▲出勤中の外国人労働者

ha
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町
政
を

徹
底
追
求
！

答

不要物件の解体除却後の用地に軽減税率課税の継続を

固定資産税の期間減免か、補助するか検討する

　一
般
質
問
と
は
、議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。質
問
す
る
項
目
は
事
前
に
通
告
し
ま
す
。

　時
間
内
で
あ
れ
ば
納
得
が
い
く
ま
で
何
度
も
質
問
で
き
る「
一
問
一
答
方
式
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

議
員
○
家
屋
、
建
物
の
耐
用

年
数
と
経
過
年
数
に
よ
る
評

価
額
や
課
税
の
あ
り
方
は
。

税
務
課
長
　
一
般
的
な
家
屋

の
経
年
減
点
補
正
率
は
、
主

に
木
造
専
用
住
宅
は
経
過
年

数
が
25
年
、
非
木
造
専
用
住

宅
は
20
〜
30
年
で
、
店
舗
、

工
場
、
倉
庫
等
も
最
終
的
に

は
20
％
と
な
る
。

議
員
　
住
宅
、
商
業
、
会
社
、

工
場
、
倉
庫
等
の
用
地
に
掛

か
る
固
定
資
産
税
の
額
は
。

税
務
課
長
　
人
が
居
住
す
る

家
屋
や
ア
パ
ー
ト
が
建
っ
て

い
る
住
宅
用
地
に
は
、
税
負

担
を
特
に
軽
減
す
る
必
要
か

ら
『
住
宅
用
地
の
特
例
措
置
』

が
適
用
さ
れ
る
。
一
戸
の
住

宅
に
対
し
土
地
面
積
が
２
０

０
㎡
ま
で
は
１
／
６
の
額
。

２
０
０
㎡
を
超
え
る
分
が
１

／
３
の
額
に
な
る
。
会
社
や

工
場
、
倉
庫
な
ど
が
建
っ
て

い
る
宅
地
は
、
評
価
額
の
70

％
の
額
と
な
る
。

議
員
　
調
査
対
象
候
補
リ
ス

ト
記
載
の
空
き
家
は
９
７
１

件
と
あ
る
。
不
良
度
判
定
並

び
に
市
場
性
判
定
Ａ
〜
Ｄ
の

判
定
内
容
の
説
明
と
、
こ
れ

を
基
に
今
後
の
想
定
は
。

総
務
課
長
　
不
良
度
、
市
場

性
が
Ａ
判
定
で
あ
っ
て
も
、

今
後
、
確
実
に
老
朽
化
が
進

行
し
Ｄ
判
定
の
物
件
が
増
加

す
る
と
推
測
さ
れ
る
。

議
員
　
平
成
25
年
時
点
で
佐

賀
県
内
に
、
空
き
家
は
４
万

３
３
０
０
件
で
率
に
し
て
12

・
８
％
。
こ
の
事
も
あ
っ
て

14
市
町
で
『
空
き
家
除
去
に

対
し
て
補
助
制
度
』
が
あ
る
。

中
に
は
１
／
２
を
上
限
に
50

万
円
以
内
の
補
助
。
そ
れ
に

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
費
用
を

助
成
す
る
市
町
も
あ
る
。
有

田
町
で
も
課
税
・
非
課
税
世

帯
を
問
わ
ず
、
解
体
費
用
の

一
部
助
成
が
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長
　
急
激
に
空
き
家

は
増
え
て
く
る
と
思
う
の
で

補
助
額
も
含
め
て
、
空
き
家

審
議
会
の
中
で
専
門
家
も
交

え
て
協
議
す
る
。
あ
と
は
額

だ
け
の
問
題
と
思
う
。

議
員
　
野
村
総
合
研
究
所
に

よ
る
と
２
０
３
３
年
頃
に
は
、

少
な
く
と
も
全
国
的
に
空
き

家
率
が
27
・
３
％
に
な
る
と

推
計
さ
れ
て
い
る
。
有
田
で

も
同
様
に
大
き
な
問
題
に
な

る
の
で
、
そ
う
な
ら
な
い
た

め
に
も
専
任
の
職
員
配
置
が

必
要
だ
と
思
う
が
。

総
務
課
長
　
益
々
、
社
会
問

題
化
し
今
後
の
推
移
を
考
え

る
と
、
専
任
の
職
員
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。

議
員
　
福
岡
県
豊
前
市
に
は

『
老
朽
危
険
家
屋
等
除
却
後

の
土
地
に
対
す
る
固
定
資
産

税
の
減
免
』
に
関
す
る
条
例

や
要
綱
が
あ
る
。
有
田
町
で

も
課
税
・
非
課
税
世
帯
を
問

わ
ず
、
有
田
に
沿
っ
た
対
策
、

取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長
　
固
定
資
産
税
の

減
免
を
期
間
的
な
も
の
で
設

定
す
る
か
、
補
助
で
補
填
す

る
か
検
討
す
る
。

議
員
　
不
使
用
と
な
っ
た
家

屋
や
老
朽
家
屋
な
ど
を
、
所

有
者
が
自
発
的
に
解
体
除
却

を
さ
れ
た
場
合
、
除
却
後
の

土
地
に
対
し
て
『
住
宅
用
地

の
特
例
』
に
よ
る
軽
減
税
率

の
課
税
の
継
続
が
で
き
な
い

か
。
現
状
の
課
税
と
比
較
し

て
、
固
定
資
産
税
の
収
入
が

減
る
訳
で
は
な
い
。

総
務
課
長
　
住
宅
で
築
30
年

〜
40
年
以
上
な
ど
決
ま
り
を

設
け
て
、
空
き
家
に
な
っ
て

10
年
経
っ
て
い
た
ら
、
そ
の

よ
う
な
対
策
も
取
る
べ
き
と

思
っ
て
い
る
。

議
員
　
空
き
家
に
関
し
て
は

将
来
的
に
も
更
に
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
く
る
の
で
『
空

き
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
』
の
第
15
条

に
基
づ
い
て
対
策
を
講
じ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

町
長
　
減
税
や
補
助
制
度
な

ど
、
し
っ
か
り
協
議
し
て
有

田
に
適
し
た
空
き
家
対
策
を

し
て
い
く
。

軽
減
税
率
課
税

補
助
制
度
の
活
用
を

軽
減
課
税
の
継
続
を

【不良度判定】　Ａ：損傷もなく、管理に特段の問題がない。288 件
　　　　　　　Ｂ：一部に損傷等が有り、小規模な修繕が必要。267 件
　　　　　　　Ｃ：主体構造部以外に著しい損傷がある。又、複数箇所に損傷があり、

中、大規模の修繕が必要。166 件
　　　　　　　Ｄ：主体構造部に著しい損傷がある。又、複数箇所に著しい損傷があり、

大規模の修繕や除却などが必要。30 件
【市場性判定】　Ａ：売却、賃貸ができる可能性が高い。38 件
　　　　　　　Ｂ：売却、賃貸ができる可能性がやや高い。162 件
　　　　　　　Ｃ：売却、賃貸ができる可能性がやや低い。194 件
　　　　　　　Ｄ：売却、賃貸が期待できない。257 件

▲老朽化した空き家
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一

般

質

問

町
政
を

徹
底
追
求
！

答 事前防災への取り組みは必要だ

蒲原 多三男 議員

　議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

子どもの教育環境の安全配慮と
防災に強い町づくりを !

議
員
○
国
は
熱
中
症
対
策
と

し
て
、
学
校
施
設
の
空
調
設

置
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
防

止
な
ど
の
安
全
対
策
に
補
正

予
算
を
組
ん
だ
が
、
こ
れ
を

受
け
て
町
の
取
り
組
み
状
況

は
。

学
校
教
育
課
長
　
小
・
中
学

校
の
83
教
室
に
、
今
年
の
夏

ま
で
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を

進
め
て
い
る
。

議
員
　
特
別
教
室
、
体
育
館

な
ど
は
ど
う
か
。

学
校
教
育
課
長
　
音
楽
室
・

家
庭
科
室
な
ど
の
特
別
教
室

は
、
37
教
室
へ
の
導
入
の
検

討
を
し
て
い
る
が
体
育
館
は

ま
だ
予
定
に
な
い
。

議
員
　
中
で
も
、
特
に
体
育

の
授
業
は
、
細
か
く
子
ど
も

の
目
線
か
ら
の
配
慮
と
注
意

が
必
要
で
は
。
ま
た
非
構
造

物
の
天
井
や
、
窓
ガ
ラ
ス
な

ど
の
老
朽
化
に
よ
る
破
損
の

課
題
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
老
朽

化
対
策
は
。

教
育
長
　
一
人
だ
け
の
判
断

で
は
な
く
、
子
ど
も
の
体
調

を
含
め
安
心
安
全
な
体
制
づ

く
り
を
進
め
た
い
。

学
校
教
育
課
長
　
町
内
の
小

・
中
学
校
の
校
舎
は
全
て
耐

震
工
事
が
完
了
し
て
い
る
。

大
山
小
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
工

事
に
入
っ
て
い
る
。
曲
川
小

の
正
門
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
今

後
の
対
象
で
あ
る
。
西
有
田

中
学
校
舎
な
ど
、
他
の
老
朽

化
に
も
注
意
を
要
す
る
。

議
員
　
町
道
の
小
さ

な
橋
が
い
た
ん
で
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
。

建
設
課
長
　
町
道
の

橋
梁
補
修
は
平
成
22

年
度
か
ら
取
り
組
み
、

平
成
30
年
度
末
で
は

19
カ
所
が
完
了
済
み
。

15
ｍ
以
下
の
橋
は
平

成
31
年
度
か
ら
着
手

す
る
計
画
で
あ
る
。

議
員
　「
３
カ
年
緊
急

対
策
」
と
し
て
国
か
ら
の
施

策
で
町
に
直
接
結
び
つ
く
事

業
は
。

建
設
課
長
　
橋
梁
修
繕
・
道

路
防
災
・
溜
池
整
備
等
が
あ

る
。

議
員
　
災
害
に
強
い
町
を
目

指
し
、
そ
れ
を
想
定
し
た
町

内
の
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
、
キ

ー
と
な
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
ポ
イ
ン
ト
や
危
険
地
点

の
事
前
掌
握
は
。

建
設
課
長
　
国
道
、
県
道
、

町
道
の
主
要
幹
線
を
、
災
害

時
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
の
カ
ギ

で
あ
る
緊
急
輸
送
道
路
を
と

し
て
管
理
し
て
い
る
。

議
員
　
防
災
計
画
は
災
害
の

事
前
に
必
要
だ
と
思
う
が
。

町
長
　
災
害
に
先
ん
じ
た
防

災
計
画
は
必
要
で
あ
る
。
県

の
町
長
会
で
意
見
交
換
し
て

い
る
。
国
へ
も
提
言
し
て
い

き
た
い
。

議
員
　
町
で
は
住
宅
の
耐
震

診
断
へ
助
成
を
お
こ
な
っ
て

い
る
が
、
住
宅
密
集
地
に
対

す
る
対
策
は
。

建
設
課
長
　
昭
和
56
年
以
前

の
住
宅
が
耐
震
診
断
の
対
象

で
あ
る
が
、
こ
の
３
年
で
４

件
の
申
請
。
密
集
地
で
は
ハ

ー
ド
面
よ
り
、
消
防
団
と
の

連
携
や
安
全
な
避
難
場
所
の

確
保
な
ど
、
ソ
フ
ト
の
充
実

を
は
か
る
。

議
員
　
町
内
の
自
主
防
災
組

織
は
。
ま
た
、
防
災
意
識
の

高
ま
り
を
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
か
。

総
務
課
長
　
町
内
49
集
落
で

43
集
落
に
自
主
防
災
が
組
織

さ
れ
て
い
る
。
冊
子
「
知
っ

て
お
き
た
い
防
災
対
策
」
の

活
用
と
、
広
報
に
も
再
度
の

周
知
を
す
る
。

議
員
　「
中
小
企
業
施
策
利

用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
国
が

出
し
て
い
る
。
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
版
に
し
て
地
元
活
性
化
の

た
め
の
紹
介
は
。

商
工
観
光
課
長
　
別
の
形
で

は
様
々
に
紹
介
し
て
い
る
が
、

そ
れ
は
し
て
い
な
い
。

議
員
　
有
田
の
魅
力
・
資
源

を
常
時
発
信
す
る
人
を
置
い

た
ら
ど
う
か
。

町
長
　
多
方
面
と
の
つ
な
が

り
が
深
く
、
広
く
、
そ
し
て

長
い
ス
パ
ン
で
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
も
必
要
で
は
と
思
う
。

災
害
に
強
い
町
づ
く
り
を

熱
中
症
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

安
全
対
策
は

住
宅
の
耐
震
化
と
　

　
密
集
地
の
防
災
は

自
主
防
災
組
織
へ
取
り
組
み

と
防
災
意
識
の
向
上
は

地
域
産
業
の
活
性
化
を

子
ど
も
目
線
、視
点
か
ら

教
育
環
境
の
安
全
配
慮
を
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　６割引きおよび運転経歴照明書提示で町内タ

　クシー１割引きとなっています。バスの小型

　化は路線の利用状況、採算性等加味して協議

　となります。

　文教厚生常任委員会

Ｑ：負担が大きい葬祭費について、地区の公民

　館の活用ができないか。

Ａ：通夜、葬儀は、ほとんどが斎場を利用され

　ていますが、すでに町内では費用等のことも

　考慮して、公民館を利用できるように申し合

　わせをされている集落もあり、気運が高まる

　なら議会としても対応、協力をしたい。

Ｑ：寄り合い広場の推進で、町と民間との運営

　費の差別化。

Ａ：住民主体の通いの場事業は、現在、１２カ

　所で実施されています。民間での実施は、あ

　る程度の利用者負担を頂かないと採算が取れ

　ず難しい。今後、利用料金などについて文厚

　委員会で協議します。

Ｑ：ふる里教育の充実は。

Ａ：予算化し、焼き物・農業体験学習や町有林

　の見学、植林など有田の資源を活用した取り

　組みをされています。400 年事業や 800 年記

　念事業では、児童生徒もいろんなことをして

　います。

Ｑ：米飯給食を増やして、地元産米や野菜等を

　数多く使用してほしい

Ａ：現在町内産の米飯給食は週４回です。学校

　と農家の連携による契約栽培や、給食用の食

　材作りを提案していきたいと思います。

Ｑ：子ども達への医療・学費・給食等の援助の

　推奨を。

Ａ：恒久的な財源確保の見込みができた時に　

　は、議会としても率先して予算の確保を提案

　していきます。

Ｑ：有田小学校は何人以下で閉校になるのか。

　その後の用途は。

Ａ：現在、未就学児の年齢別人数を見ても、閉

　校することはありません。むしろ、子どもが

　増えるように、執行部には内山地区の人口増

　加策や地域活性化に対する質問をしています。

　産業界や町民の方々の更なる協力が必要と考

　えます。

Ｑ：有老連へ補助金の増額を。

Ａ：近年では、西支部に事務所を設置し事務員

　を一人配置したり、プロジェクター機器を無

　償貸与されています。新たな取り組みをされ

　るなら必要な助成、支援は協議検討の上、議

　会としても予算等を要求します。

 そ の 他

Ｑ：有田小学校建設については。

Ａ：建設したからには若い人が移住するような

　人口増対策などを町と折衝していきます。

Ｑ：みどり坂タウン Q売却は。

Ａ：両町合併以前からの懸案事項でありました

　が、議会からの強い要請で一昨年完売しまし

　た。

Ｑ：県道伊万里・有田線

Ａ：硬岩の発生で 1 年遅れますが、平成３３年

　３月には完成する予定です。

Ｑ：国道２０２号との取り付けは

Ａ：伊万里市金武駅付近から取り付ける計画設

　計段階です。完成まで数年かかります。

Ｑ：共立病院の経営について

Ａ：有田町民の生命を守る西部医療圏の中核病

　院として守らなければなりません。現在厳し

　い経営状況ですが、平成３０年度から他の自

　治体と同等レベルになるように伊万里市・有

　田町から７５００万円の公的資金を投入したの

　で経営は改善すると考えます。

議員と語ろう会

▼２日目の生涯学習センターの様子
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　産業建設常任委員会

Ｑ：農業分野の支援や若者が取り組みやすい政 

　策等は。

Ａ：特産品の協議会で６次化を含めて検討、継

　続を依頼。園芸農業者育成事業、農業人材強

　化総合支援事業があります。

Ｑ：耕作放棄田の拡大に伴う対策は。

Ａ：優良農地を中心に残す、ゾーニングを検討

　するべき。地域の方々や農業委員会で考えて、

　その後、議会や町が一緒になって考えていく

　必要があると思います。

Ｑ：農家数が減り、老朽化が進む農業用ため池

　や、水利・排水等の施設管理について負担増

　であるが対策は。　

Ａ：各施設の補修対策としては、補助事業を活

　用していくことが重要。農業用排水路は、火

　事の時など、防災上のツールでもあるし、家

　庭排水も流されている。地域全体で管理をす

　るのも一つの方法だと考えます。

Ｑ：若い人たちの結婚に向けた良い対策はない 

　か。

Ａ： “おしゃべりカフェ in 有田”で、出会いの

　場を設けています。今年度２回行われる予定

　です。

Ｑ：南部工業団地造成について、これまでの　

　オーダーメイド方式（※）でよかったのか。

Ａ：実際に造成した土地を見せないと企業誘致

　はしづらいということで、現町長になってか

　ら県とも協議しながら進めています。

Ｑ：企業誘致について、中小企業を数多く誘致

　しては。

Ａ：小規模のオフィスの誘致を町に提案しまし

　た。

Ｑ：バイパス国道３５号から外尾山ロータリー

　に抜ける計画については。

Ａ：３０年度は、設計や調査費の予算計上がな

　されていますが、国の補助金の予算がおりて

　いませんので、１年以上は延びていくものと

　思われます。（３１年度国の予算が付きました。）

Ｑ：教育施設の吹き付けアスベストの除去等に

　ついては。

Ａ：吹き付けアスベストは、町内公共施設全部

　調べて全くありません、０件です。

　総務常任委員会

Ｑ：唐船城８００年祭その後の在り方は。

Ａ：当年だけに終わらせる事なく、次の世代に

　歴史的遺産を引き継ぎ、活性化させます。

Ｑ：災害時の個人情報の開示は。

Ａ：災害時要援護者の救助には個人情報保護法

　の壁があります。地区の組織を生かし、訓練

　を行い地区住民で高齢者や身障者の方の保護

　をします。

Ｑ：コミュニテイバスの利便性向上を。

Ａ：ダイヤ改正は３２年４月の地域公共交通会

　議を経て行われます。フリー乗降は警察、業

　者で路線別に決めていますが新規は厳しい。

　運転免許返納者の措置については、パス券の

　有田町議会では、町内各種団体や町民の皆様に

ご参加いただき、意見交換会を開催しました。

　テーマは、有田の産業振興や教育、福祉などで、

関連する質問や提言を事前に募集し、議員が回答。

いただいたご意見は、今後、町政に反映できるよう、

町と協議していきたいと思います。

　２月１３日（水）１９時～　

　　有田町役場町民ロビー　　　参加者　５７人

　２月１４日（木）１９時～　

　　生涯学習センター視聴覚室　参加者　３１人

※質問と答弁は、抜粋して掲載しています。また、

質問内容に対して、所管する委員会ごととその他

に区分けしています。

議員と語ろう会を開催議員と語ろう会を開催

※オーダーメイド方式とは‥誘致する企業が決まってから
　造成する方式のこと。

▼１日目の役場町民ロビーの様子
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あ

と

が

き

 

新
議
員
と
な
っ
て
、
１
年

が
経
過
す
る
。
振
り
返
る
と

40
年
間
の
民
間
会
社
勤
務
、

10
年
間
自
営
業
の
人
生
で
あ

っ
た
。
幸
か
不
幸
か
、
50
年

間
Ｉ
Ｔ
関
連
の
仕
事
に
関
わ

っ
て
き
た
。
古
希
を
過
ぎ
て

の
議
員
活
動
と
な
っ
た
が
、

こ
れ
か
ら
の
自
治
体
は
、
住

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
こ

と
を
最
優
先
に
考
え
、
か
つ

自
治
体
自
体
も
利
益
を
確
保

す
る
必
要
性
が
求
め
ら
れ
る

時
代
に
な
る
と
思
っ
て
い
る
。

会
社
経
営
の
基
本
は
、
利
益

追
求
で
あ
り
、
儲
か
ら
な
い

会
社
は
潰
れ
て
し
ま
う
。
平

成
31
年
度
は
、
次
期
年
号
に

変
わ
る
が
、
次
年
度
は
議
会

に
も
事
務
経
費
削
減
で
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
導
入
も
計
画
さ
れ

て
い
る
。
自
治
体
が
破
綻
と

な
ら
な
い
よ
う
な
方
向
性
を

創
り
た
い
。
　
　
　
　（
徹
）

議
会
広
報
発
行
特
別
委
員

委

員

長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

福
島
日
人
士

古
賀

四
郎

諸
隈

洋
介

岳
川

淳
彦

樋
渡

　徹

立
部

正
則

　■議長交際費支出状況（平成３１年１月～３月）

項目 支出額 備　　考件数

会費 5,000円 西九州北部地域市町議会
協議会意見交換会会費

自衛隊家族会西有田支部
総会御祝ほか１件

1

合計 12,657円3

雑費 7,657円2

　本会議を傍聴することができます。

ご希望の方は議会事務局へお問い合わ

せ下さい。　　　　　　☎46－2117

議会傍聴について

　社会福祉協議会主催で、災害ボランティアセ

ンター災害時実動訓練が、町民の皆さん約５０

人の参加で行われました。受付で氏名・年齢等

記入後、担当の方よりオリエンテーションを受

け、各 １々０人前後で４つの班に分かれました。

各班でリーダー、副リーダーを選出後、指示に

従い、１班と２班は白川に、３班と４班は山谷

切口へとバスで移動しました。各班とも災害を

受けた民家からの土砂搬出作業（紙に印刷され

たスコップ等使用）の仮想訓練を行い、訓練終

了後は全員で緊急用のアルファ化米のおにぎり

を試食。また山谷切口班は、河川や溜池の安全

確認作業も実施しました。

▲三重県伊賀市議会議員視察（１月３１日)
　有田焼の振興について研修されました。

■行政視察受け入れ報告

泉山磁石場の先人陶工の碑付近に、陶板モニュ

メントが設置されました。

　　　　　　　　

　『この陶板は、有田磁石場組合が日本磁器誕

生・有田焼創業４００年を記念して、先人の偉

業を讃え、深く感謝するために制作したもので

ある。泉山磁石場の陶石を用いた陶板には昭和

５年に発行された「日本地理風俗大系」に掲載

されており、おそらくは大正末から昭和にかけ

てのものと思われる。

　写真の中央にはトロッコが走っていて、廃土

となる陶石などを石場の外へ運びだしている。

また、このころは採掘のための多くの作業員が

働いていて、その陶石は手前の荷車などで窯元

へ運び美しい焼き物となることも記している。』

　　　　　　　　（除幕式　案内冊子より抜粋）

　　　　　　　

町 の 話 題

災害ボランティア実働訓練の実施
３月２３日（土）

有田町社会福祉協議会

陶板モニュメント除幕式　開催
３月２７日(水 )　泉山磁石場
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